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１番員の内田良平さん２番員の内田秀幸さん３番員の髙田義人さん補助員の宇井優人さん

　
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
早
速
で
す
が
、
消

防
団
員
に
な
っ
た
き
っ
か
け

と
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
先
輩
か
ら
誘
わ
れ
た
り
、

親
か
ら
言
わ
れ
て
入
り
ま
し

た
。
父
親
も
消
防
団
員
だ
っ

た
の
で
、「
入
団
の
申
し
込
み

を
し
と
い
た
か
ら
」
と
言
っ

て
、
ほ
と
ん
ど
強
制
的（
笑
）。

で
も
、
自
ら
進
ん
で
入
団
し

た
人
も
い
ま
す
。
第
８
分
団

は
16
人
く
ら
い
い
ま
す
。

　
活
動
と
し
て
は
、
火
事
の

時
の
出
動
や
防
犯
活
動
、
儀

式
的
な
こ
と
や
大
会
に
関
す

る
こ
と
で
す
ね
。
防
犯
活
動

は
、
月
に
２
回
、
夜
に
パ
ト

ロ
ー
ル
に
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
各
団
の
自
主
活
動
で
、

う
ち
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ

な
い
こ
と
も
多
い
で
す
。
寝

て
い
る
子
ど
も
さ
ん
た
ち
に

迷
惑
で
し
ょ
う
か
ら
。

　
消
防
団
の
活
動
が
な
か
な

か
理
解
さ
れ
な
い
現
状
も
あ

り
ま
す
。
消
防
団
は
集
ま
っ

て
何
を
や
っ
て
る
ん
だ
、
と

い
う
感
じ
で
言
わ
れ
る
こ
と

も･･･

。

　
昨
年
、
市
の
大
会
で
優
勝

し
、
県
の
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
大
会
で
は
、
準
優
勝
で

し
た
。
鹿
嶋
市
の
消
防
団
と

し
て
は
初
の
出
来
事
で
す
が
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
大
会
出
場
は
も
ち
ろ
ん
嬉

し
か
っ
た
で
す
け
ど
、
家
族

に
は
悪
い
な
ぁ
と･･･

夜
、
練

習
で
家
に
居
な
い
こ
と
が
さ

ら
に
続
く
わ
け
で
す
か
ら
。

家
族
の
理
解
が
あ
っ
た
お
か

げ
で
す
ね
。

　
実
は
、
県
よ
り
市
の
大
会

の
ほ
う
が
緊
張
し
た
ん
で
す
。

こ
れ
ま
で
先
輩
た
ち
が
築
い

て
き
た
連
続
優
勝
を
止
め
た

ら
い
け
な
い
と
。
市
の
大
会

は
先
輩
も
見
に
来
る
け
ど
、

県
は
そ
れ
も
な
い
し
（
笑
）。

　　
消
防
団
員
で
あ
る
こ
と
を

ど
ん
な
風
に
感
じ
て
い
ま
す

か
。
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い

る
の
で
、
大
変
だ
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
若
い
人
た

ち
は
集
ま
ら
な
い
で
す
ね･･･

入
団
者
が
い
な
い
。大
変
だ
っ

て
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
敬
遠
さ

れ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
ど
こ

の
消
防
団
も
、
団
員
数
を
増

や
す
こ
と
が
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
と
は
、
消
防
自
動

車
が
オ
ー
ト
マ
車
に
な
っ
た

ら
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
運

「
消
防
団
っ
て
大
変
だ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、

若
い
人
は
や
り
た
が
ら
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

転
免
許
が
オ
ー
ト
マ
限
定
の

団
員
が
い
る
の
で
。

　
最
後
に
、
鹿
嶋
市
や
市
議

会
に
つ
い
て
、
ど
う
感
じ
て

い
ま
す
か
。

　
鹿
嶋
市
は
災
害
も
少
な
い

し
、
住
み
や
す
い
で
す
よ
ね
。

た
だ
最
近
は
、
コ
ン
ビ
ニ
が

増
え
て
便
利
に
な
っ
た
一
方

で
、
谷
津
田
が
少
な
く
な
っ

て
さ
み
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
環
境
の
保
全
も
お
願

い
し
ま
す
。

　
市
議
会
は
、
何
を
や
っ
て

い
る
か
、
実
態
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
で
す･･･

。

△取材時の一コマ。お忙しい
　ところをたくさんのお話を
　聴かせていただき、ありが
　とうございました。

や
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い
こ
と
も
多
い
で
す
。
寝

て
い
る
子
ど
も
さ
ん
た
ち
に

迷
惑
で
し
ょ
う
か
ら
。

　
消
防
団
の
活
動
が
な
か
な

か
理
解
さ
れ
な
い
現
状
も
あ

り
ま
す
。
消
防
団
は
集
ま
っ

て
何
を
や
っ
て
る
ん
だ
、
と

い
う
感
じ
で
言
わ
れ
る
こ
と

も･･･

。

　
昨
年
、
市
の
大
会
で
優
勝

し
、
県
の
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
大
会
で
は
、
準
優
勝
で

し
た
。
鹿
嶋
市
の
消
防
団
と

し
て
は
初
の
出
来
事
で
す
が
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
大
会
出
場
は
も
ち
ろ
ん
嬉

し
か
っ
た
で
す
け
ど
、
家
族

に
は
悪
い
な
ぁ
と･･･

夜
、
練

習
で
家
に
居
な
い
こ
と
が
さ

ら
に
続
く
わ
け
で
す
か
ら
。

家
族
の
理
解
が
あ
っ
た
お
か

げ
で
す
ね
。

　
実
は
、
県
よ
り
市
の
大
会

の
ほ
う
が
緊
張
し
た
ん
で
す
。

こ
れ
ま
で
先
輩
た
ち
が
築
い

て
き
た
連
続
優
勝
を
止
め
た

ら
い
け
な
い
と
。
市
の
大
会

は
先
輩
も
見
に
来
る
け
ど
、

県
は
そ
れ
も
な
い
し
（
笑
）。

　　
消
防
団
員
で
あ
る
こ
と
を

ど
ん
な
風
に
感
じ
て
い
ま
す

か
。
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い

る
の
で
、
大
変
だ
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
若
い
人
た

ち
は
集
ま
ら
な
い
で
す
ね･･･

入
団
者
が
い
な
い
。大
変
だ
っ

て
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
敬
遠
さ

れ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
ど
こ

の
消
防
団
も
、
団
員
数
を
増

や
す
こ
と
が
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
と
は
、
消
防
自
動

車
が
オ
ー
ト
マ
車
に
な
っ
た

ら
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
運

「
消
防
団
っ
て
大
変
だ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、

若
い
人
は
や
り
た
が
ら
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
。

転
免
許
が
オ
ー
ト
マ
限
定
の

団
員
が
い
る
の
で
。

　
最
後
に
、
鹿
嶋
市
や
市
議

会
に
つ
い
て
、
ど
う
感
じ
て

い
ま
す
か
。

　
鹿
嶋
市
は
災
害
も
少
な
い

し
、
住
み
や
す
い
で
す
よ
ね
。

た
だ
最
近
は
、
コ
ン
ビ
ニ
が

増
え
て
便
利
に
な
っ
た
一
方

で
、
谷
津
田
が
少
な
く
な
っ

て
さ
み
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
環
境
の
保
全
も
お
願

い
し
ま
す
。

　
市
議
会
は
、
何
を
や
っ
て

い
る
か
、
実
態
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
で
す･･･

。

△取材時の一コマ。お忙しい
　ところをたくさんのお話を
　聴かせていただき、ありが
　とうございました。

や
　 

つ
　  

だ

キジィ

鹿嶋市議会だより
平成 26 年８月１日発行3



議
案
へ
の
質
疑

■
議
案
第
57
号
　
鹿
嶋
市
行

財
政
財
産
の
使
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い

　
　
る
太
陽
光
発
電
設
備
事

業
と
の
違
い
は
何
か
。

こ
れ
ま
で
は
、
市
有
財

産
の
有
効
活
用
や
自
家

消
費
で
環
境
負
荷
の
低
減
を

推
進
す
る
こ
と
が
目
的
。
民

活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
共

同
事
業
で
設
置
の
た
め
、
使

用
料
は
徴
収
し
て
い
な
か
っ

た
。
設
置
事
業
者
が
東
電
に

売
電
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
、

固
定
資
産
税
や
屋
根
の
使
用

料
を
徴
収
す
る
た
め
、
今
回
、

新
た
に
使
用
料
を
定
め
た
。

　
　
使
用
を
許
可
す
る
メ
リ
ッ

　
　
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
使
用
料

と
設
備
の
固
定
資
産
税

の
収
入
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
施

設
の
取
り
壊
し
が
容
易
で
な

く
な
る
こ
と
だ
が
、
協
定
締

結
の
際
に
内
容
を
精
査
し
、

リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
　
条
例
改
正
後
の
、
太
陽

　
　
光
発
電
設
備
の
設
置
予

定
場
所
と
設
置
予
定
施
設
の

建
築
年
数
は
。

設
置
予
定
は
10
施
設
。

鹿
島
中
学
校
や
は
ま
な

す
幼
稚
園
な
ど
で
、
鹿
島
中

学
校
は
築
46
年
に
な
る
が
、

今
後
20
年
は
建
て
替
え
の
予

定
が
な
い
施
設
で
あ
る
。

　
　
収
入
見
込
額
は
い
く
ら

　
　
か
。

屋
根
の
使
用
料
が
年
間

で
61
万
円
、
固
定
資
産

税
が
年
額
74
万
円
。
計
１
３

５
万
円
で
、
20
年
間
分
だ
と

２
７
０
０
万
円
に
な
る
見
込

み
。

　
　
屋
根
貸
し
の
契
約
期
間

　
　
中
に
、
集
中
的
に
建
設

さ
れ
た
公
共
施
設
の
補
修
が

見
込
ま
れ
る
が
、
そ
の
場
合

の
市
の
負
担
や
回
避
策
は
。

施
設
選
定
に
は
十
分
検

討
を
し
て
契
約
す
る
が
、

万
が
一
の
際
は
代
替
施
設
を

提
供
す
る
。
そ
の
内
容
も
協

定
書
に
盛
り
込
む
。

鹿嶋市議会だより
平成 26 年８月１日発行５

会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。

議案名可決 議案第 60 号　鹿嶋市保健センター新築工事（建築工事）請負契約について

議案名 議案第 60 号　鹿嶋市保健センター新築工事（建築工事）請負契約について

議案名 議案第 61 号　仮称鹿嶋市平井認定こども園新築工事（建築工事）請負契約
について

メー
トル

メー
トル

契  約  先　株式会社　大地
契約金額　２億８，９４４万円
工　　期　平成２７年３月６日まで
敷地面積　６，２１６．８６平方
構  造  等　木造平屋建て
建築面積　１，６７４．４３平方

＜建設場所＞

可決

入口

仮称平井認定こども園

工事車両が出入りします。市役所を
ご利用の際はご注意ください。

問

問問問

問 答

答答答

答

提出された議案とその結果
＊議案番号は１年間の通し番号になります。

<市長から提出された議案>

<市議会へ提出された議案>

　６月の定例会は、 ６月１２日 （木）～６月２６日 （木）までの

１５日間で開催されました。 市長から予算２件、 条例３件、

その他３件の議案が提出され、 慎重に審議しました。

　常任委員会の審査の内容は６ ・ ７ページに、 １５人が登

壇した一般質問は９ページから掲載しています。

<市長から提出された議案>
　５月の臨時会は、 ５月１３日 （火） に開催されました。

　市長から予算１件、 その他７件の議案が提出されました。

 

 議案番号等 議 案 名 
審査した 

委 員 会 
議決結果 

１ 議案第５５号 平成２６年度鹿嶋市一般会計補正予算（第３号） 予算決算 原案可決 

２ 議案第５６号 
平成２６年度鹿島臨海都市計画下水道事業公共下

水道特別会計補正予算（第１号） 
予算決算 原案可決 

３ 議案第５７号 
鹿嶋市行政財産の使用料徴収条例の一部を改正す

る条例 
総務企画 原案可決 

４ 議案第５８号 
鹿嶋市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正

する条例 
文教民生 原案可決 

５ 議案第５９号 鹿嶋市営住宅条例の一部を改正する条例  環境経済建設 原案可決  

６ 議案第６０号 
鹿嶋市保健センター新築工事（建築工事）請負契

約について 
文教民生 原案可決 

７ 議案第６１号 
仮称鹿嶋市平井認定こども園新築工事（建築工

事）請負契約について  
文教民生 原案可決 

 

    

８ 平成26年請願第２号 

規制改革会議 農業ワーキンググループ「農業改革に関する意

見」に関する緊急請願 

請願者 しおさい農業協同組合 代表理事組合長 野口嘉德  

取下げ許可 

５ページに拡大

５ページに拡大

 

 議案番号等 議 案 名 
審査した 

委 員 会 
議決結果 

１ 議案第５３号 平成２６年度鹿嶋市一般会計補正予算（第２号） － 原案可決 

２ 議案第５４号 鹿嶋市副市長の選任について － 原案同意 

３ 報告第１号 
専決処分について 

（平成２５年度鹿嶋市一般会計補正予算（第９号）） 
－ 

原案承認 

４ 報告第２号 

専決処分について 

（平成２５年度鹿島臨海都市計画下水道事業公共

下水道特別会計補正予算（第４号）） 

－ 
原案承認 

５ 報告第３号 

専決処分について 

（鹿嶋市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給

に関する条例の一部を改正する条例） 

－ 
原案承認 

６ 報告第４号 
専決処分について 

（鹿嶋市税条例の一部を改正する条例） 
－ 

原案承認 

７ 報告第５号 
専決処分について 

（鹿嶋市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 
－ 

原案承認 

８ 報告第６号 
専決処分について 

（平成２６年度鹿嶋市一般会計補正予算（第１号）） 
－ 

原案承認 

－

－

－

－

－

－

６月定例会で
決まったこと

５月臨時会で
決まったこと

4鹿嶋市議会だより
平成 26 年８月１日発行

　６月の定例会は、 ６月１２日（木）～６月２６日（木）までの

１５日間で開催されました。 市長から予算２件、 条例３件、

その他３件の議案が提出され、 慎重に審議しました。

　常任委員会の審査の内容は６ ・ ７ページに、 １５人が登壇

した一般質問は、 ９ページから掲載しています。

<市議会へ提出された請願>
請願番号 請　願　名 議決結果



議
案
へ
の
質
疑

■
議
案
第
57
号
　
鹿
嶋
市
行

財
政
財
産
の
使
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い

　
　
る
太
陽
光
発
電
設
備
事

業
と
の
違
い
は
何
か
。

こ
れ
ま
で
は
、
市
有
財

産
の
有
効
活
用
や
自
家

消
費
で
環
境
負
荷
の
低
減
を

推
進
す
る
こ
と
が
目
的
。
民

活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
共

同
事
業
で
設
置
の
た
め
、
使

用
料
は
徴
収
し
て
い
な
か
っ

た
。
設
置
事
業
者
が
東
電
に

売
電
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
、

固
定
資
産
税
や
屋
根
の
使
用

料
を
徴
収
す
る
た
め
、
今
回
、

新
た
に
使
用
料
を
定
め
た
。

　
　
使
用
を
許
可
す
る
メ
リ
ッ

　
　
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
使
用
料

と
設
備
の
固
定
資
産
税

の
収
入
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
施

設
の
取
り
壊
し
が
容
易
で
な

く
な
る
こ
と
だ
が
、
協
定
締

結
の
際
に
内
容
を
精
査
し
、

リ
ス
ク
の
軽
減
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
　
条
例
改
正
後
の
、
太
陽

　
　
光
発
電
設
備
の
設
置
予

定
場
所
と
設
置
予
定
施
設
の

建
築
年
数
は
。

設
置
予
定
は
10
施
設
。

鹿
島
中
学
校
や
は
ま
な

す
幼
稚
園
な
ど
で
、
鹿
島
中

学
校
は
築
46
年
に
な
る
が
、

今
後
20
年
は
建
て
替
え
の
予

定
が
な
い
施
設
で
あ
る
。

　
　
収
入
見
込
額
は
い
く
ら

　
　
か
。

屋
根
の
使
用
料
が
年
間

で
61
万
円
、
固
定
資
産

税
が
年
額
74
万
円
。
計
１
３

５
万
円
で
、
20
年
間
分
だ
と

２
７
０
０
万
円
に
な
る
見
込

み
。

　
　
屋
根
貸
し
の
契
約
期
間

　
　
中
に
、
集
中
的
に
建
設

さ
れ
た
公
共
施
設
の
補
修
が

見
込
ま
れ
る
が
、
そ
の
場
合

の
市
の
負
担
や
回
避
策
は
。

施
設
選
定
に
は
十
分
検

討
を
し
て
契
約
す
る
が
、

万
が
一
の
際
は
代
替
施
設
を

提
供
す
る
。
そ
の
内
容
も
協

定
書
に
盛
り
込
む
。

鹿嶋市議会だより
平成 26 年８月１日発行５

会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。

議案名可決 議案第 60 号　鹿嶋市保健センター新築工事（建築工事）請負契約について

議案名 議案第 60 号　鹿嶋市保健センター新築工事（建築工事）請負契約について

議案名 議案第 61 号　仮称鹿嶋市平井認定こども園新築工事（建築工事）請負契約
について

メー
トル

メー
トル

契  約  先　株式会社　大地
契約金額　２億８，９４４万円
工　　期　平成２７年３月６日まで
敷地面積　６，２１６．８６平方
構  造  等　木造平屋建て
建築面積　１，６７４．４３平方

＜建設場所＞

可決

入口

仮称平井認定こども園

工事車両が出入りします。市役所を
ご利用の際はご注意ください。

問

問問問

問 答

答答答

答

提出された議案とその結果
＊議案番号は１年間の通し番号になります。

<市長から提出された議案>

<市議会へ提出された議案>

　６月の定例会は、 ６月１２日 （木）～６月２６日 （木）までの

１５日間で開催されました。 市長から予算２件、 条例３件、

その他３件の議案が提出され、 慎重に審議しました。

　常任委員会の審査の内容は６ ・ ７ページに、 １５人が登

壇した一般質問は９ページから掲載しています。

<市長から提出された議案>
　５月の臨時会は、 ５月１３日 （火） に開催されました。

　市長から予算１件、 その他７件の議案が提出されました。

 

 議案番号等 議 案 名 
審査した 

委 員 会 
議決結果 

１ 議案第５５号 平成２６年度鹿嶋市一般会計補正予算（第３号） 予算決算 原案可決 

２ 議案第５６号 
平成２６年度鹿島臨海都市計画下水道事業公共下

水道特別会計補正予算（第１号） 
予算決算 原案可決 

３ 議案第５７号 
鹿嶋市行政財産の使用料徴収条例の一部を改正す

る条例 
総務企画 原案可決 

４ 議案第５８号 
鹿嶋市医療福祉費支給に関する条例の一部を改正

する条例 
文教民生 原案可決 

５ 議案第５９号 鹿嶋市営住宅条例の一部を改正する条例  環境経済建設 原案可決  

６ 議案第６０号 
鹿嶋市保健センター新築工事（建築工事）請負契

約について 
文教民生 原案可決 

７ 議案第６１号 
仮称鹿嶋市平井認定こども園新築工事（建築工

事）請負契約について  
文教民生 原案可決 

 

    

８ 平成26年請願第２号 

規制改革会議 農業ワーキンググループ「農業改革に関する意

見」に関する緊急請願 

請願者 しおさい農業協同組合 代表理事組合長 野口嘉德  

取下げ許可 

５ページに拡大

５ページに拡大

 

 議案番号等 議 案 名 
審査した 

委 員 会 
議決結果 

１ 議案第５３号 平成２６年度鹿嶋市一般会計補正予算（第２号） － 原案可決 

２ 議案第５４号 鹿嶋市副市長の選任について － 原案同意 

３ 報告第１号 
専決処分について 

（平成２５年度鹿嶋市一般会計補正予算（第９号）） 
－ 

原案承認 

４ 報告第２号 

専決処分について 

（平成２５年度鹿島臨海都市計画下水道事業公共

下水道特別会計補正予算（第４号）） 

－ 
原案承認 

５ 報告第３号 

専決処分について 

（鹿嶋市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給

に関する条例の一部を改正する条例） 

－ 
原案承認 

６ 報告第４号 
専決処分について 

（鹿嶋市税条例の一部を改正する条例） 
－ 

原案承認 

７ 報告第５号 
専決処分について 

（鹿嶋市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 
－ 

原案承認 

８ 報告第６号 
専決処分について 

（平成２６年度鹿嶋市一般会計補正予算（第１号）） 
－ 

原案承認 

－

－

－

－

－

－

６月定例会で
決まったこと

５月臨時会で
決まったこと
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会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。

＜平面図＞

事務室

母子
　待合室

成人健診
　ルーム

デイケア
　ルーム

栄養指導室
母子相談室

トイレ

診察室
健診室

入口

保健センター

問問

問 問問

答答

答 答答

メー
トル

メー
トル

契  約  先　株式会社　高正建設
契約金額　２億４，０３０万円
工　　期　平成２７年２月２７日まで
敷地面積　４，６１８．１７平方
構  造  等　鉄骨造平屋建て
建築面積　１，４５７．９７平方

市役所

郵便局

交流会館

旧法務局

道路の拡幅工事などを
しています。

＜建設場所＞

メー
トル

メー
トル

契  約  先　株式会社　大地
契約金額　２億８，９４４万円
工　　期　平成２７年３月６日まで
敷地面積　６，２１６．８６平方
構  造  等　木造平屋建て
建築面積　１，６７４．４３平方

＜建設場所＞
鹿島病院

平井

＜平面図＞ 遊戯室

ステージ

保育室保育室 職員室

一時預り
　保育室

保育室保育室

入口



災
害
公
営
住
宅
と
し
て
平
井
東
団
地
を
整
備

鹿嶋市議会だより
平成 26 年８月１日発行７

環
境
経
済
建
設
委
員
会

● 

常
任
委
員
会
の
議
案
審
査 

●

委  
員  
長
　内
田
政
文

副
委
員
長
　篠
塚
洋
三

委
員
は
、
議
長
を
　

除
く
全
員
で
す
。

委  

員  

長
　小
池
み
よ
子

副
委
員
長
　出
頭
克
明

（
委
員
）

風
間
裁
司
　田
村
遠
渡
丸

内
山
　一
　河
津
　亨

山
口
哲
秀

■
議
案
第
59
号
　
鹿
嶋
市
営
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例･･･

10
月
に
完
成
予
定
の
市
営
平
井
東

団
地
を
、
災
害
公
営
住
宅
と
し
て

位
置
づ
け
、
市
営
住
宅
の
同
居
者

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
の
届
出
義

務
の
規
定
を
追
加
す
る
た
め
、
条

例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

市
営
住
宅
に
移
る
と
き
に
、

掃
除
な
ど
で
か
な
り
の
出
費

を
し
た
と
い
う
市
民
の
苦
情
を
聞
い

た
。
引
渡
し
の
際
の
部
屋
の
掃
除
や

修
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

入
居
す
る
際
に
、
入
居
者
と

市
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
部

分
を
記
載
し
た
「
入
居
者
の
し
お
り
」

を
お
渡
し
し
て
い
る
。
入
居
中
は
き

れ
い
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、
退
去

ー
議
案
へ
の
質
問
な
ど
ー

問

問問

答

答答

生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
防
止
対
策
を

予
算
決
算
常
任
委
員
会

■
議
案
第
55
号
　
平
成
26
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

･･･

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
２
１
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
２
２
５
億

２
４
４
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

県
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
補

助
金
を
利
用
し
た
、
観
光
Ｐ

Ｒ
活
動
人
材
育
成
事
業
で
の
２
名

の
雇
用
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は

ど
の
よ
う
な
雇
用
に
使
わ
れ
た
の

か
。

緊
急
雇
用
事
業
は
、
総
事
業

費
の
２
分
の
１
を
人
件
費
に

充
て
る
。
昨
年
度
は
観
光
情
報
紙

の
作
成
を
行
う
た
め
、
市
内
の
求

職
者
を
４
名
雇
用
し
た
。
（
商
工
観

光
課
長
）

生
活
保
護
運
営
対
策
と
し
て

対
象
者
へ
の
訪
問
は
い
つ

ー
議
案
へ
の
質
問
な
ど
ー

問 問

答

答

行
っ
て
い
る
の
か
。
不
正
受
給
へ

の
対
策
は
。

       

今
年
度
か
ら
警
察
Ｏ
Ｂ
を
雇 

       

用
し
、
こ
ま
め
に
訪
問
し
て

い
る
。
ま
た
、
支
給
の
方
法
を
口

座
振
込
み
か
ら
現
金
支
給
に
切
り

替
え
て
、
面
談
の
機
会
を
増
や
す

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

■
議
案
第
56
号
　
平
成
26
年
度
鹿

島
臨
海
都
市
計
画
下
水
道
事
業
公

共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）･･･

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９

０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
17

億
９
６
３
６
万
円
と
す
る
も
の
。

　討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
は
、
全
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

の
際
の
負
担
が
少
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
る
。
（
都
市
計
画
課
長
）

　
　 

　
入
居
に
つ
い
て
特
別
な
事
情

　
　
　
　
が
あ
る
と
き
の
、
許
可
基
準

の
柔
軟
な
運
用
は
。

　
　
　 

特
別
な
事
情
に
つ
い
て
は
、　
さ

　
　
　
　
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

思
う
。
個
々
の
具
体
的
な
関
係
性

を
確
認
し
て
判
断
し
て
い
く
。
（
都

市
計
画
課
長
）

　
　
　
　
市
営
住
宅
全
体
の
現
在
の
加

　
　
　
　
入
率
と
管
理
体
制
は
。

　
　
　
　
加
入
率
は
97
　
　
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
る
。
管
理
は
正
職
員
ほ
か
、

主
に
３
名
で
対
応
し
て
い
る
。
（
都

市
計
画
課
長
）

　
　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
は
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

パ
ー

セ
ン
ト

鹿嶋市議会だより
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公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
使
用
料

を
決
定

新
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
中
の
市
役
所
利
用
者
の

安
全
確
保
を

総
務
企
画
委
員
会

文
教
民
生
委
員
会

● 

常
任
委
員
会
の
議
案
審
査 

●

６

委  

員  

長
　西
塚
保
男

副
委
員
長
　佐
藤
信
成

（
委
員
）

飯
塚
俊
雄
　根
崎
　彰
　

田
口
　茂
　桐
澤
い
づ
み

篠
塚
洋
三
　栗
林
京
子

委  

員  

長
　池
田
芳
範

副
委
員
長
　宇
田
一
男

（
委
員
）

大
鷲
　栄
　内
田
政
文

坂
本
仙
一
　立
原
弘
一

小
古
井
芳
一

ー
議
案
へ
の
質
問
な
ど
ー

問

問 問

問答 答

答 答

■
議
案
第
58
号
　
鹿
嶋
市
医
療
福

祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例･･･

茨
城
県
の
制

度
が
、
15
歳
ま
で
の
子
の
入
院
及

び
ひ
と
り
親
家
庭
の
20
歳
未
満
の

子
で
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程

に
在
学
す
る
者
を
対
象
に
し
た
こ

と
に
よ
る
、
本
市
の
条
例
の
改
正
。

■
議
案
第
60
号
　
鹿
嶋
市
保
健
セ

ン
タ
ー
新
築
工
事
（
建
築
工
事
）
請

負
契
約
に
つ
い
て･･･

条
件
付
一
般

競
争
入
札
で
落
札
し
た
、
株
式
会

社
　
高
正
建
設
と
契
約
を
締
結
す

る
も
の
。新

保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

駐
車
場
の
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。（
小
古
井
委
員
）

■
議
案
第
57
号
　
鹿
嶋
市
行
政
財

産
の
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例･･･

公
共
施
設
等
の

屋
根
な
ど
に
、
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
場

合
の
使
用
料
を
決
め
る
た
め
、
条

例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　 

維
持
管
理
や
移
設
費
は
誰
が   

       

負
担
す
る
の
か
。

       

全
て
事
業
者
の
負
担
で
あ

       

る
。 （
企
画
課
長
）

       

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
の
耐     

　
　 

用
年
数
は
60
年
と
言
わ
れ
て

い
る
中
で
、
築
46
年
の
鹿
島
中
学

校
の
屋
上
に
20
年
間
の
契
約
期
間

で
設
置
さ
せ
る
の
か
。

       

今
後
20
年
間
は
取
り
壊
す
予      

　
　 

定
の
な
い
場
所
を
選
定
し
て

い
る
。
取
り
壊
す
場
合
は
、
市
で

ー
議
案
へ
の
質
問
な
ど
ー

問

答

会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。

　
　 

特
定
検
診
時
の
バ
ス
の
駐
車

　
　 

ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
乗
用
車

用
に
40
台
程
度
が
駐
車
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
、

隣
接
す
る
交
流
会
館
が
撤
去
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
跡
地
を
セ

ン
タ
ー
の
駐
車
場
と
し
て
活
用
し

て
い
く
。
（
健
康
増
進
課
長
）

■
議
案
第
61
号
　
仮
称
鹿
嶋
市
平

井
認
定
こ
ど
も
園
新
築
工
事
（
建

築
工
事
）
請
負
契
約
に
つ
い
て･･･

条
件
付
一
般
競
争
入
札
で
落
札
し

た
、
株
式
会
社
　
大
地
と
契
約
を

締
結
す
る
も
の
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
は
、
全
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

認定単価とは･･･使用料のこと。太陽光パネル設置は使用料による入札で業者を決定する事業で、入札で業者が提示した額が使用単価になる。

条件付一般競争入札とは･･･入札に参加する者に必要な資格（市内又は鹿行地域に本店があるなど）を定めて行う入札の種類

場
所
の
提
供
を
行
う
。（
企
画
課
長
）

　
　
市
の
責
任
で
太
陽
光
パ
ネ
ル

　
　
が
破
損
し
た
場
合
の
対
応
は
。

ま
た
、
火
災
が
あ
っ
た
場
合
は
保

険
の
対
象
か
。
事
業
者
が
倒
産
し

た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
市
の
負
担
で
補
修
を
行
い
、
　

　
　
　
火
災
保
険
は
対
象
と
な
る
。

倒
産
し
な
い
よ
う
な
業
者
を
選
定

し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
事
業
者
と
話
し
合
い
の
う
え

で
対
応
す
る
。
（
企
画
課
長
）

　
　
認
定
単
価
は
い
く
ら
か
。

　
　

　
　
１
平
方
　
あ
た
り
３
１
２
円

　
　
で
あ
る
。
（
企
画
課
長
）

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
は
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

メ
ー

ト
ル
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会議の詳細は、議会事務局にある「会議録」でご覧いただけます。

■
議
案
第
59
号
　
鹿
嶋
市
営
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例･･･

災
害
公
営
住
宅
と
し
て
10
月
に
完

成
予
定
の
市
営
平
井
東
団
地
を
、

条
例
に
規
定
す
る
と
と
も
に
、
市

営
住
宅
の
同
居
者
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
の
届
出
義
務
の
規
定
を
追

加
す
る
た
め
、
条
例
の
改
正
を
行

う
も
の
。

市
営
住
宅
に
移
る
と
き
に
、

掃
除
な
ど
で
か
な
り
の
出
費
を

し
た
と
い
う
市
民
の
苦
情
を
聞
い

た
。
引
渡
し
の
際
の
部
屋
の
掃
除
や

修
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

入
居
す
る
際
に
、
入
居
者
と

市
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
部

分
を
記
載
し
た
「
入
居
者
の
し
お
り
」

を
お
渡
し
し
て
い
る
。
入
居
中
は
き

れ
い
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、
退
去

の
際
の
負
担
が
少
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
る
。

■
議
案
第
55
号
　
平
成
26
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

･･･

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
２
１
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
２
２
５
億

２
４
４
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

県
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
補

助
金
を
利
用
し
た
、
観
光
Ｐ

Ｒ
活
動
人
材
育
成
事
業
で
の
２
人

の
雇
用
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は

ど
の
よ
う
な
雇
用
に
使
わ
れ
た
の

か
。

緊
急
雇
用
事
業
は
、
総
事
業

費
の
２
分
の
１
を
人
件
費
に

充
て
る
。
昨
年
度
は
観
光
情
報
紙

の
作
成
を
行
う
た
め
、
市
内
の
求

職
者
を
４
人
雇
用
し
た
。

生
活
保
護
運
営
対
策
と
し

て
対
象
者
へ
の
訪
問
は
い
つ

行
っ
て
い
る
の
か
。
不
正
受
給
へ

の
対
策
は
。

       

今
年
度
か
ら
警
察
Ｏ
Ｂ
を
雇 

       

用
し
、
こ
ま
め
に
訪
問
し
て

い
る
。
ま
た
、
支
給
の
方
法
を
口

座
振
込
み
か
ら
現
金
支
給
に
切
り

替
え
て
、
面
談
の
機
会
を
増
や
す

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

■
議
案
第
56
号
　
平
成
26
年
度
鹿

島
臨
海
都
市
計
画
下
水
道
事
業
公

共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）･･･

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９

０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
17

億
９
６
３
６
万
円
と
す
る
も
の
。

　討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
、
全
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

入居者とは･･･市営住宅の申込者（名義人）　　同居者とは･･･申込者と同居する者

　
　 

同
居
者
に
特
別
な
事
情
が
あ

　
　 

る
と
き
の
、
入
居
許
可
基
準

の
柔
軟
な
運
用
は
。

　
　 

特
別
な
事
情
に
つ
い
て
は
、
さ

　
　 

ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

思
う
。
個
々
の
具
体
的
な
関
係
性

を
確
認
し
て
判
断
し
て
い
く
。

　
　 

市
営
住
宅
全
体
の
現
在
の
加

　
　 

入
率
と
管
理
体
制
は
。

　
　 

加
入
率
は
97
　
と
な
っ
て
い

　
　 

る
。
管
理
は
正
職
員
ほ
か
、

主
に
３
人
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

パ
ー

セ
ン
ト

■
議
案
第
58
号
　
鹿
嶋
市
医
療
福

祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例･･･

茨
城
県
の
制

度
が
、
中
学
生
の
入
院
及
び
ひ
と

り
親
家
庭
の
20
歳
未
満
の
子
で
中

等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
に
在
学

す
る
者
を
対
象
に
し
た
こ
と
に
よ

る
、
本
市
の
条
例
の
改
正
。

■
議
案
第
60
号
　
鹿
嶋
市
保
健
セ

ン
タ
ー
新
築
工
事
（
建
築
工
事
）
請

負
契
約
に
つ
い
て･･･

条
件
付
一
般

競
争
入
札
で
落
札
し
た
、
株
式
会

社
　
高
正
建
設
と
契
約
を
締
結
す

る
も
の
。新

保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

駐
車
場
の
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

■
議
案
第
57
号
　
鹿
嶋
市
行
政
財

産
の
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例･･･

公
共
施
設
等
の

屋
根
な
ど
に
、
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
場

合
の
使
用
料
を
決
め
る
た
め
、
条

例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　 

維
持
管
理
や
移
設
費
は
誰
が   

       

負
担
す
る
の
か
。

       

全
て
事
業
者
の
負
担
で
あ
る
。

       

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
の
耐     

　
　 

用
年
数
は
60
年
と
言
わ
れ
て

い
る
中
で
、
築
46
年
の
鹿
島
中
学

校
の
屋
上
に
20
年
間
の
契
約
期
間

で
設
置
さ
せ
る
の
か
。

       

今
後
20
年
間
は
取
り
壊
す
予      

　
　 

定
の
な
い
場
所
を
選
定
し
て

い
る
。
取
り
壊
す
場
合
は
、
市
で

場
所
の
提
供
を
行
う
。

　
　 

特
定
検
診
時
の
バ
ス
の
駐
車

　
　 

ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
乗
用
車

用
に
40
台
程
度
が
駐
車
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
、

隣
接
す
る
交
流
会
館
が
解
体
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
跡
地
を
セ

ン
タ
ー
の
駐
車
場
と
し
て
活
用
し

て
い
く
。

■
議
案
第
61
号
　
仮
称
鹿
嶋
市
平

井
認
定
こ
ど
も
園
新
築
工
事
（
建

築
工
事
）
請
負
契
約
に
つ
い
て･･･

条
件
付
一
般
競
争
入
札
で
落
札
し

た
、
株
式
会
社
　
大
地
と
契
約
を

締
結
す
る
も
の
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
、
全
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

認定単価とは･･･使用料のこと。入札で落札した業者が提示した使用料を認定単価とする。

条件付一般競争入札とは･･･入札に参加する者に必要な資格（市内又は鹿行地域に本店があるなど）を定めて行う入札の種類。

　
　
市
の
過
失
で
太
陽
光
パ
ネ
ル

　
　
が
破
損
し
た
場
合
の
対
応
は
。

ま
た
、
火
災
が
あ
っ
た
場
合
は
保

険
の
対
象
か
。
事
業
者
が
倒
産
し

た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
市
の
負
担
で
補
修
を
行
い
、

　
　
火
災
保
険
は
対
象
と
な
る
。

倒
産
し
な
い
よ
う
な
業
者
を
選
定

し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
事
業
者
と
話
し
合
い
の

う
え
で
対
応
す
る
。

　
　
認
定
単
価
は
い
く
ら
か
。

　
　

　
　
鹿
島
中
学
校
の
屋
根
に
お
い

　
　
て
は
、
１
平
方
　
あ
た
り
３

１
２
円
で
あ
る
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

メ
ー

ト
ル

問問

問

問問

答答

答

答答

新
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
中
の
市
役
所
利
用
者
の

安
全
確
保
を

市
有
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
が
可
能
に



災
害
公
営
住
宅
と
し
て
平
井
東
団
地
を
整
備
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環
境
経
済
建
設
委
員
会

● 

常
任
委
員
会
の
議
案
審
査 

●

委  

員  

長
　内
田
政
文

副
委
員
長
　篠
塚
洋
三

委
員
は
、
議
長
を
　

除
く
全
員
で
す
。

委  

員  

長
　小
池
み
よ
子

副
委
員
長
　出
頭
克
明

（
委
員
）

風
間
裁
司
　田
村
遠
渡
丸

内
山
　一
　河
津
　亨

山
口
哲
秀

■
議
案
第
59
号
　
鹿
嶋
市
営
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例･･･

10
月
に
完
成
予
定
の
市
営
平
井
東

団
地
を
、
災
害
公
営
住
宅
と
し
て

位
置
づ
け
、
市
営
住
宅
の
同
居
者

に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
の
届
出
義

務
の
規
定
を
追
加
す
る
た
め
、
条

例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

市
営
住
宅
に
移
る
と
き
に
、

掃
除
な
ど
で
か
な
り
の
出
費

を
し
た
と
い
う
市
民
の
苦
情
を
聞
い

た
。
引
渡
し
の
際
の
部
屋
の
掃
除
や

修
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

入
居
す
る
際
に
、
入
居
者
と

市
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
部

分
を
記
載
し
た
「
入
居
者
の
し
お
り
」

を
お
渡
し
し
て
い
る
。
入
居
中
は
き

れ
い
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、
退
去

ー
議
案
へ
の
質
問
な
ど
ー

問

問問

答

答答

生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
防
止
対
策
を

予
算
決
算
常
任
委
員
会

■
議
案
第
55
号
　
平
成
26
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

･･･

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
２
１
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
２
２
５
億

２
４
４
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

県
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
補

助
金
を
利
用
し
た
、
観
光
Ｐ

Ｒ
活
動
人
材
育
成
事
業
で
の
２
名

の
雇
用
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は

ど
の
よ
う
な
雇
用
に
使
わ
れ
た
の

か
。

緊
急
雇
用
事
業
は
、
総
事
業

費
の
２
分
の
１
を
人
件
費
に

充
て
る
。
昨
年
度
は
観
光
情
報
紙

の
作
成
を
行
う
た
め
、
市
内
の
求

職
者
を
４
名
雇
用
し
た
。
（
商
工
観

光
課
長
）

生
活
保
護
運
営
対
策
と
し
て

対
象
者
へ
の
訪
問
は
い
つ

ー
議
案
へ
の
質
問
な
ど
ー

問 問

答

答

行
っ
て
い
る
の
か
。
不
正
受
給
へ

の
対
策
は
。

       

今
年
度
か
ら
警
察
Ｏ
Ｂ
を
雇 

       

用
し
、
こ
ま
め
に
訪
問
し
て

い
る
。
ま
た
、
支
給
の
方
法
を
口

座
振
込
み
か
ら
現
金
支
給
に
切
り

替
え
て
、
面
談
の
機
会
を
増
や
す

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

■
議
案
第
56
号
　
平
成
26
年
度
鹿

島
臨
海
都
市
計
画
下
水
道
事
業
公

共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）･･･

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９

０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
17

億
９
６
３
６
万
円
と
す
る
も
の
。

　討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
は
、
全
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

の
際
の
負
担
が
少
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
る
。
（
都
市
計
画
課
長
）

　
　 

　
入
居
に
つ
い
て
特
別
な
事
情

　
　
　
　
が
あ
る
と
き
の
、
許
可
基
準

の
柔
軟
な
運
用
は
。

　
　
　 
特
別
な
事
情
に
つ
い
て
は
、　
さ

　
　
　
　
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

思
う
。
個
々
の
具
体
的
な
関
係
性

を
確
認
し
て
判
断
し
て
い
く
。
（
都

市
計
画
課
長
）

　
　
　
　
市
営
住
宅
全
体
の
現
在
の
加

　
　
　
　
入
率
と
管
理
体
制
は
。

　
　
　
　
加
入
率
は
97
　
　
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
る
。
管
理
は
正
職
員
ほ
か
、

主
に
３
名
で
対
応
し
て
い
る
。
（
都

市
計
画
課
長
）

　
　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
は
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

パ
ー

セ
ン
ト

災
害
公
営
住
宅
と
し
て
平
井
東
団
地
を
整
備
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市
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け
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の
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に
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合
の
届
出
義

務
の
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定
を
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加
す
る
た
め
、
条

例
の
改
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を
行
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も
の
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市
営
住
宅
に
移
る
と
き
に
、

掃
除
な
ど
で
か
な
り
の
出
費

を
し
た
と
い
う
市
民
の
苦
情
を
聞
い

た
。
引
渡
し
の
際
の
部
屋
の
掃
除
や

修
理
は
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の
よ
う
に
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っ
て
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る

か
。
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す
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に
、
入
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と

市
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担
す
る
部
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を
記
載
し
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「
入
居
者
の
し
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り
」

を
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し
し
て
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。
入
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中
は
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に
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だ
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て
、
退
去

ー
議
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質
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ー

問

問問

答
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生
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保
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、
こ
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の

か
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緊
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雇
用
事
業
は
、
総
事
業

費
の
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の
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を
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件
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。
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年
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の
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、
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求
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雇
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工
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光
課
長
）

生
活
保
護
運
営
対
策
と
し
て

対
象
者
へ
の
訪
問
は
い
つ

ー
議
案
へ
の
質
問
な
ど
ー

問 問

答

答

行
っ
て
い
る
の
か
。
不
正
受
給
へ

の
対
策
は
。

       

今
年
度
か
ら
警
察
Ｏ
Ｂ
を
雇 

       

用
し
、
こ
ま
め
に
訪
問
し
て

い
る
。
ま
た
、
支
給
の
方
法
を
口

座
振
込
み
か
ら
現
金
支
給
に
切
り

替
え
て
、
面
談
の
機
会
を
増
や
す

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

■
議
案
第
56
号
　
平
成
26
年
度
鹿

島
臨
海
都
市
計
画
下
水
道
事
業
公

共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）･･･

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９

０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
17

億
９
６
３
６
万
円
と
す
る
も
の
。

　討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
は
、
全
議
案
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る

と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

の
際
の
負
担
が
少
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
る
。
（
都
市
計
画
課
長
）

　
　 

　
入
居
に
つ
い
て
特
別
な
事
情

　
　
　
　
が
あ
る
と
き
の
、
許
可
基
準

の
柔
軟
な
運
用
は
。

　
　
　 
特
別
な
事
情
に
つ
い
て
は
、　
さ

　
　
　
　
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

思
う
。
個
々
の
具
体
的
な
関
係
性

を
確
認
し
て
判
断
し
て
い
く
。
（
都

市
計
画
課
長
）

　
　
　
　
市
営
住
宅
全
体
の
現
在
の
加

　
　
　
　
入
率
と
管
理
体
制
は
。

　
　
　
　
加
入
率
は
97
　
　
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
る
。
管
理
は
正
職
員
ほ
か
、

主
に
３
名
で
対
応
し
て
い
る
。
（
都

市
計
画
課
長
）

　
　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
は
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

パ
ー

セ
ン
ト

鹿嶋市議会だより
平成 26 年８月１日発行7

■
議
案
第
59
号
　
鹿
嶋
市
営
住
宅

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例･･･

災
害
公
営
住
宅
と
し
て
10
月
に
完

成
予
定
の
市
営
平
井
東
団
地
を
、

条
例
に
規
定
す
る
と
と
も
に
、
市

営
住
宅
の
同
居
者
に
異
動
が
あ
っ

た
場
合
の
届
出
義
務
の
規
定
を
追

加
す
る
た
め
、
条
例
の
改
正
を
行

う
も
の
。

市
営
住
宅
に
移
る
と
き
に
、

掃
除
な
ど
で
か
な
り
の
出
費
を

し
た
と
い
う
市
民
の
苦
情
を
聞
い

た
。
引
渡
し
の
際
の
部
屋
の
掃
除
や

修
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

入
居
す
る
際
に
、
入
居
者
と

市
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担
す
る
部

分
を
記
載
し
た
「
入
居
者
の
し
お
り
」

を
お
渡
し
し
て
い
る
。
入
居
中
は
き

れ
い
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
、
退
去

の
際
の
負
担
が
少
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
る
。

■
議
案
第
55
号
　
平
成
26
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

･･･

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
２
１
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
２
２
５
億

２
４
４
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

県
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
補

助
金
を
利
用
し
た
、
観
光
Ｐ

Ｒ
活
動
人
材
育
成
事
業
で
の
２
人

の
雇
用
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は

ど
の
よ
う
な
雇
用
に
使
わ
れ
た
の

か
。

緊
急
雇
用
事
業
は
、
総
事
業

費
の
２
分
の
１
を
人
件
費
に

充
て
る
。
昨
年
度
は
観
光
情
報
紙

の
作
成
を
行
う
た
め
、
市
内
の
求

職
者
を
４
人
雇
用
し
た
。

生
活
保
護
運
営
対
策
と
し

て
対
象
者
へ
の
訪
問
は
い
つ

行
っ
て
い
る
の
か
。
不
正
受
給
へ

の
対
策
は
。

       

今
年
度
か
ら
警
察
Ｏ
Ｂ
を
雇 

       

用
し
、
こ
ま
め
に
訪
問
し
て

い
る
。
ま
た
、
支
給
の
方
法
を
口

座
振
込
み
か
ら
現
金
支
給
に
切
り

替
え
て
、
面
談
の
機
会
を
増
や
す

な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

■
議
案
第
56
号
　
平
成
26
年
度
鹿

島
臨
海
都
市
計
画
下
水
道
事
業
公

共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）･･･

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９

０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
17

億
９
６
３
６
万
円
と
す
る
も
の
。

　討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
、
全
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

入居者とは･･･市営住宅の申込者（名義人）　　同居者とは･･･申込者と同居する者

　
　 

同
居
者
に
特
別
な
事
情
が
あ

　
　 

る
と
き
の
、
入
居
許
可
基
準

の
柔
軟
な
運
用
は
。

　
　 

特
別
な
事
情
に
つ
い
て
は
、
さ

　
　 

ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

思
う
。
個
々
の
具
体
的
な
関
係
性

を
確
認
し
て
判
断
し
て
い
く
。

　
　 

市
営
住
宅
全
体
の
現
在
の
加

　
　 

入
率
と
管
理
体
制
は
。

　
　 

加
入
率
は
97
　
と
な
っ
て
い

　
　 

る
。
管
理
は
正
職
員
ほ
か
、

主
に
３
人
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

パ
ー

セ
ン
ト

■
議
案
第
58
号
　
鹿
嶋
市
医
療
福

祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例･･･

茨
城
県
の
制

度
が
、
中
学
生
の
入
院
及
び
ひ
と

り
親
家
庭
の
20
歳
未
満
の
子
で
中

等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
に
在
学

す
る
者
を
対
象
に
し
た
こ
と
に
よ

る
、
本
市
の
条
例
の
改
正
。

■
議
案
第
60
号
　
鹿
嶋
市
保
健
セ

ン
タ
ー
新
築
工
事
（
建
築
工
事
）
請

負
契
約
に
つ
い
て･･･

条
件
付
一
般

競
争
入
札
で
落
札
し
た
、
株
式
会

社
　
高
正
建
設
と
契
約
を
締
結
す

る
も
の
。新

保
健
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

駐
車
場
の
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

■
議
案
第
57
号
　
鹿
嶋
市
行
政
財

産
の
使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例･･･

公
共
施
設
等
の

屋
根
な
ど
に
、
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
場

合
の
使
用
料
を
決
め
る
た
め
、
条

例
の
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　 

維
持
管
理
や
移
設
費
は
誰
が   

       

負
担
す
る
の
か
。

       

全
て
事
業
者
の
負
担
で
あ
る
。

       

コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
の
耐     

　
　 

用
年
数
は
60
年
と
言
わ
れ
て

い
る
中
で
、
築
46
年
の
鹿
島
中
学

校
の
屋
上
に
20
年
間
の
契
約
期
間

で
設
置
さ
せ
る
の
か
。

       

今
後
20
年
間
は
取
り
壊
す
予      

　
　 

定
の
な
い
場
所
を
選
定
し
て

い
る
。
取
り
壊
す
場
合
は
、
市
で

場
所
の
提
供
を
行
う
。

　
　 

特
定
検
診
時
の
バ
ス
の
駐
車

　
　 

ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
乗
用
車

用
に
40
台
程
度
が
駐
車
で
き
る
よ

う
に
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
、

隣
接
す
る
交
流
会
館
が
解
体
さ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
跡
地
を
セ

ン
タ
ー
の
駐
車
場
と
し
て
活
用
し

て
い
く
。

■
議
案
第
61
号
　
仮
称
鹿
嶋
市
平

井
認
定
こ
ど
も
園
新
築
工
事
（
建

築
工
事
）
請
負
契
約
に
つ
い
て･･･

条
件
付
一
般
競
争
入
札
で
落
札
し

た
、
株
式
会
社
　
大
地
と
契
約
を

締
結
す
る
も
の
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
、
全
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

認定単価とは･･･使用料のこと。入札で落札した業者が提示した使用料を認定単価とする。

条件付一般競争入札とは･･･入札に参加する者に必要な資格（市内又は鹿行地域に本店があるなど）を定めて行う入札の種類。

　
　
市
の
過
失
で
太
陽
光
パ
ネ
ル

　
　
が
破
損
し
た
場
合
の
対
応
は
。

ま
た
、
火
災
が
あ
っ
た
場
合
は
保

険
の
対
象
か
。
事
業
者
が
倒
産
し

た
場
合
の
対
応
は
。

　
　
市
の
負
担
で
補
修
を
行
い
、

　
　
火
災
保
険
は
対
象
と
な
る
。

倒
産
し
な
い
よ
う
な
業
者
を
選
定

し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
事
業
者
と
話
し
合
い
の

う
え
で
対
応
す
る
。

　
　
認
定
単
価
は
い
く
ら
か
。

　
　

　
　
鹿
島
中
学
校
の
屋
根
に
お
い

　
　
て
は
、
１
平
方
　
あ
た
り
３

１
２
円
で
あ
る
。

　
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

委
員
会
は
、
こ
の
議
案
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
　
　

メ
ー

ト
ル

問

問問

問 問

答

答

答

答

答



ここが知りたい！

　一般質問は、 私たちの生活にかかわりの深
い事柄について 質問するものです。
　掲載した内容 は、質問者本人がまとめまし
た。詳細は、鹿嶋市議会のホームページにある「録画中継」
または「録音中継」をご利用ください。

質質
一 般    問

大
野
地
域
へ
設
置
す
る

公
民
館
の
運
営
方
法
は

大
野
地
域
へ
、
小
学
校
区
単

位
で
公
民
館
を
設
置
す
る
と

い
う
錦
織
市
長
の
公
約
だ
が
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
あ
り
方
と
建
設
や
運
営
方

法
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

現
在
の
大
野
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
、
は
ま
な
す
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
分
館
的
役
割
を
持
っ

た
施
設
と
し
て
、
４
つ
の
小
学
校
に
可

能
な
限
り
隣
接
し
た
場
所
を
選
定
し
、

設
置
し
て
い
き
た
い
。

　
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
も
継

続
い
た
だ
き
、
地
域
の
た
ま
り
場
的
な

活
動
や
実
情
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
通

し
て
、
地
域
課
題
の
整
理
と
方
向
性
を

見
出
せ
る
市
民
力
の
高
ま
り
を
期
待
し

て
い
る
。

充
実
し
た
地
域
福
祉
活
動
を

展
開
で
き
る
場
と
し
て

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

　○
地
元
住
民
と
新
住
民
の
交
流
不
足
解
消
策
を

○
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
場

　
の
形
成
を

池
田

市
長

いけだ　　  よしのり

池 田　芳 範  議員

住
宅
を
建
築
で
き
る

地
域
は
広
が
ら
な
い
か

大
野
地
域
で
は
、
ど
こ
で
も

自
由
に
住
宅
が
建
築
で
き
る

訳
で
は
な
い
。
建
築
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
、
市
の
地
区
計
画
や
区
域
指
定
の

対
象
区
域
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

基
盤
整
備
を
し
な
が
ら

経
過
を
見
守
り
た
い

池
田

本
市
は
、
工
業
地
帯
、
行
政
・

商
業
・
住
宅
に
よ
る
市
街
化

地
域
、
農
業
、
リ
ゾ
ー
ト
地
域
に
区
分

さ
れ
る
。
隣
接
市
を
含
め
、
本
市
の
将

来
像
を
ど
う
描
く
か
尋
ね
る
。

な
お
一
層
の
行
財
政

基
盤
の
強
化
や
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
体
制
の
強

化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
鹿
嶋
市
は
、
茨
城
県
東
部
の

中
心
都
市
と
し
て
、先
頭
に
立
っ

て
鹿
行
地
域
の
広
域
都
市
づ
く

り
を
論
議
し
て
い
く
責
務
が
あ

る
と
思
う
。

近
隣
自
治
体
と
の
広
域

都
市
づ
く
り
も
必
要
に

池
田

市
長

だ
れ
で
も
住
宅
な
ど
が
建
て

ら
れ
る
の
は
、
鹿
島
臨
海
鉄

道
の
鹿
島
大
野
駅
、
は
な
ま
す
公
園

駅
、
荒
野
台
駅
の
周
辺
に
定
め
た
地

区
計
画
や
、
既
存
集
落
を
基
本
と
す

る
区
域
指
定
の
中
に
な
り
、
面
積
は

大
野
地
域
の
約
４
分
の
１
に
相
当
す

る
。

　
当
面
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
内
や
既

存
集
落
の
基
盤
整
備
に
努
め
、
経
過

を
見
て
い
く
考
え
。

建
設

  

部
長

市長が描く鹿嶋市の将来像は

「議会って､こんなことやってるんだ」 がわかる

市議会の活動はこんな方法でお知らせしています。

① 最初の「とびら」。

　平成26年２月 15日発行のNO.74 から
リューアルした市議会広報紙「とびら」は、
年に４回発行し、行政委員を通して配布され
るほか、市内●箇所の広報スタンドなどに置
いてあります。
　議会の概要をお届けする、議会情報へア
クセスする最初のとびら、です。

② もっと知るなら 「ホームページ」。

鹿嶋市議会ホームページ

http://city.kashima.ibaraki.jp/19gikai

ｆ

③ 「フェイスブック」 も
　　　　　　  やってます。

　最新の情報を最速で、お届けし
ているのが「鹿嶋市議会フェイス
ブック」のページです。
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大
野
地
域
へ
設
置
す
る

公
民
館
の
運
営
方
法
は

大
野
地
域
へ
、
小
学
校
区
単

位
で
公
民
館
を
設
置
す
る
と

い
う
錦
織
市
長
の
公
約
だ
が
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
あ
り
方
と
建
設
や
運
営
方

法
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

現
在
の
大
野
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
、
は
ま
な
す
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
分
館
的
役
割
を
持
っ

た
施
設
と
し
て
、
４
つ
の
小
学
校
に
可

能
な
限
り
隣
接
し
た
場
所
を
選
定
し
、

設
置
し
て
い
き
た
い
。

　
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
も
継

続
い
た
だ
き
、
地
域
の
た
ま
り
場
的
な

活
動
や
実
情
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
通

し
て
、
地
域
課
題
の
整
理
と
方
向
性
を

見
い
だ
せ
る
市
民
力
の
高
ま
り
を
期
待

し
て
い
る
。

充
実
し
た
地
域
福
祉
活
動
を

展
開
で
き
る
場
と
し
て

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

　○
地
元
住
民
と
新
住
民
の
交
流
不
足
解
消
策
を

○
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
場

　
の
形
成
を
　

池
田

市
長

いけだ　　  よしのり

池 田　芳 範  議員

住
宅
を
建
築
で
き
る

地
域
は
広
が
ら
な
い
か

大
野
地
域
で
は
、
ど
こ
で
も

自
由
に
住
宅
が
建
築
で
き
る

訳
で
は
な
い
。
建
築
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
、
市
の
地
区
計
画
や
区
域
指
定
の

対
象
区
域
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

基
盤
整
備
を
し
な
が
ら

経
過
を
見
守
り
た
い

池
田

本
市
は
、
工
業
地
帯
、
行
政
・

商
業
・
住
宅
に
よ
る
市
街
化

地
域
、
農
業
、
リ
ゾ
ー
ト
地
域
に
区
分

さ
れ
る
。
隣
接
市
を
含
め
、
本
市
の
将

来
像
を
ど
う
描
く
か
尋
ね
る
。

な
お
一
層
の
行
財
政

基
盤
の
強
化
や
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
体
制
の
強

化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
鹿
嶋
市
は
、
茨
城
県
東
部
の

中
心
都
市
と
し
て
、先
頭
に
立
っ

て
鹿
行
地
域
の
広
域
都
市
づ
く

り
を
論
議
し
て
い
く
責
務
が
あ

る
と
思
う
。

近
隣
自
治
体
と
の
広
域

都
市
づ
く
り
も
必
要
に

池
田

市
長

だ
れ
で
も
住
宅
な
ど
が
建

て
ら
れ
る
の
は
、
鹿
島
臨

海
鉄
道
の
鹿
島
大
野
駅
、
は
な
ま
す

公
園
駅
、
荒
野
台
駅
の
周
辺
に
定
め

た
地
区
計
画
や
、
既
存
集
落
を
基
本

と
す
る
区
域
指
定
の
中
に
な
り
、
面

積
は
大
野
地
域
の
約
４
分
の
１
に
相

当
す
る
。

　
当
面
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
内
や
既

存
集
落
の
基
盤
整
備
に
努
め
、
経
過

を
見
て
い
く
考
え
。

建
設

  

部
長

市長が描く鹿嶋市の将来像は



ここが知りたい！

　一般質問は、 私たちの生活にかかわりの深
い事柄について 質問するものです。
　掲載した内容 は、質問者本人がまとめまし
た。詳細は、鹿嶋市議会のホームページにある「録画中継」
または「録音中継」をご利用ください。

質質
一 般    問

大
野
地
域
へ
設
置
す
る

公
民
館
の
運
営
方
法
は

大
野
地
域
へ
、
小
学
校
区
単

位
で
公
民
館
を
設
置
す
る
と

い
う
錦
織
市
長
の
公
約
だ
が
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
あ
り
方
と
建
設
や
運
営
方

法
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

現
在
の
大
野
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
、
は
ま
な
す
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
分
館
的
役
割
を
持
っ

た
施
設
と
し
て
、
４
つ
の
小
学
校
に
可

能
な
限
り
隣
接
し
た
場
所
を
選
定
し
、

設
置
し
て
い
き
た
い
。

　
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
も
継

続
い
た
だ
き
、
地
域
の
た
ま
り
場
的
な

活
動
や
実
情
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
通

し
て
、
地
域
課
題
の
整
理
と
方
向
性
を

見
出
せ
る
市
民
力
の
高
ま
り
を
期
待
し

て
い
る
。

充
実
し
た
地
域
福
祉
活
動
を

展
開
で
き
る
場
と
し
て

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

　○
地
元
住
民
と
新
住
民
の
交
流
不
足
解
消
策
を

○
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
場

　
の
形
成
を

池
田

市
長

いけだ　　  よしのり

池 田　芳 範  議員

住
宅
を
建
築
で
き
る

地
域
は
広
が
ら
な
い
か

大
野
地
域
で
は
、
ど
こ
で
も

自
由
に
住
宅
が
建
築
で
き
る

訳
で
は
な
い
。
建
築
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
、
市
の
地
区
計
画
や
区
域
指
定
の

対
象
区
域
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

基
盤
整
備
を
し
な
が
ら

経
過
を
見
守
り
た
い

池
田

本
市
は
、
工
業
地
帯
、
行
政
・

商
業
・
住
宅
に
よ
る
市
街
化

地
域
、
農
業
、
リ
ゾ
ー
ト
地
域
に
区
分

さ
れ
る
。
隣
接
市
を
含
め
、
本
市
の
将

来
像
を
ど
う
描
く
か
尋
ね
る
。

な
お
一
層
の
行
財
政

基
盤
の
強
化
や
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
体
制
の
強

化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
鹿
嶋
市
は
、
茨
城
県
東
部
の

中
心
都
市
と
し
て
、先
頭
に
立
っ

て
鹿
行
地
域
の
広
域
都
市
づ
く

り
を
論
議
し
て
い
く
責
務
が
あ

る
と
思
う
。

近
隣
自
治
体
と
の
広
域

都
市
づ
く
り
も
必
要
に

池
田

市
長

だ
れ
で
も
住
宅
な
ど
が
建
て

ら
れ
る
の
は
、
鹿
島
臨
海
鉄

道
の
鹿
島
大
野
駅
、
は
な
ま
す
公
園

駅
、
荒
野
台
駅
の
周
辺
に
定
め
た
地

区
計
画
や
、
既
存
集
落
を
基
本
と
す

る
区
域
指
定
の
中
に
な
り
、
面
積
は

大
野
地
域
の
約
４
分
の
１
に
相
当
す

る
。

　
当
面
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
内
や
既

存
集
落
の
基
盤
整
備
に
努
め
、
経
過

を
見
て
い
く
考
え
。

建
設

  

部
長

市長が描く鹿嶋市の将来像は

鹿嶋市議会だより
平成 26 年８月１日発行9 鹿嶋市議会ＨＰ／議会中継・録音中継 ◇平成 26 年第２回定例会 (６月 ) 一般質問鹿嶋市議会 検索

９

大
野
地
域
へ
設
置
す
る

公
民
館
の
運
営
方
法
は

大
野
地
域
へ
、
小
学
校
区
単

位
で
公
民
館
を
設
置
す
る
と

い
う
錦
織
市
長
の
公
約
だ
が
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
あ
り
方
と
建
設
や
運
営
方

法
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

現
在
の
大
野
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
、
は
ま
な
す
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
の
分
館
的
役
割
を
持
っ

た
施
設
と
し
て
、
４
つ
の
小
学
校
に
可

能
な
限
り
隣
接
し
た
場
所
を
選
定
し
、

設
置
し
て
い
き
た
い
。

　
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
活
動
も
継

続
い
た
だ
き
、
地
域
の
た
ま
り
場
的
な

活
動
や
実
情
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
通

し
て
、
地
域
課
題
の
整
理
と
方
向
性
を

見
い
だ
せ
る
市
民
力
の
高
ま
り
を
期
待

し
て
い
る
。

充
実
し
た
地
域
福
祉
活
動
を

展
開
で
き
る
場
と
し
て

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

　○
地
元
住
民
と
新
住
民
の
交
流
不
足
解
消
策
を

○
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
場

　
の
形
成
を
　

池
田

市
長

いけだ　　  よしのり

池 田　芳 範  議員

住
宅
を
建
築
で
き
る

地
域
は
広
が
ら
な
い
か

大
野
地
域
で
は
、
ど
こ
で
も

自
由
に
住
宅
が
建
築
で
き
る

訳
で
は
な
い
。
建
築
で
き
る
と
さ
れ
て

い
る
、
市
の
地
区
計
画
や
区
域
指
定
の

対
象
区
域
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

基
盤
整
備
を
し
な
が
ら

経
過
を
見
守
り
た
い

池
田

本
市
は
、
工
業
地
帯
、
行
政
・

商
業
・
住
宅
に
よ
る
市
街
化

地
域
、
農
業
、
リ
ゾ
ー
ト
地
域
に
区
分

さ
れ
る
。
隣
接
市
を
含
め
、
本
市
の
将

来
像
を
ど
う
描
く
か
尋
ね
る
。

な
お
一
層
の
行
財
政

基
盤
の
強
化
や
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
体
制
の
強

化
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
鹿
嶋
市
は
、
茨
城
県
東
部
の

中
心
都
市
と
し
て
、先
頭
に
立
っ

て
鹿
行
地
域
の
広
域
都
市
づ
く

り
を
論
議
し
て
い
く
責
務
が
あ

る
と
思
う
。

近
隣
自
治
体
と
の
広
域

都
市
づ
く
り
も
必
要
に

池
田

市
長

だ
れ
で
も
住
宅
な
ど
が
建

て
ら
れ
る
の
は
、
鹿
島
臨

海
鉄
道
の
鹿
島
大
野
駅
、
は
な
ま
す

公
園
駅
、
荒
野
台
駅
の
周
辺
に
定
め

た
地
区
計
画
や
、
既
存
集
落
を
基
本

と
す
る
区
域
指
定
の
中
に
な
り
、
面

積
は
大
野
地
域
の
約
４
分
の
１
に
相

当
す
る
。

　
当
面
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
内
や
既

存
集
落
の
基
盤
整
備
に
努
め
、
経
過

を
見
て
い
く
考
え
。

建
設

  

部
長

市長が描く鹿嶋市の将来像は



10鹿嶋市議会だより
平成 26 年８月１日発行

鹿嶋市議会ＨＰ／議会中継・録音中継 ◇平成 26 年第２回定例会 (６月 ) 一般質問鹿嶋市議会 検索

ここが知りたい！

一 般    問
質質

11

市
長
の
政
治
姿
勢
に

疑
問

現
在
、
司
法
に
委
ね

て
い
る
状
態
な
の
で
、

答
弁
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

司
法
の
判
断
に
委
ね
て
い
る

市
長

総
務

  

部
長

１
月
に
、
市
民
か
ら
告

発
状
が
警
察
に
提
出
さ

れ
た
。「
た
か
が
、
か
り
ん
と
う
」

だ
か
ら
こ
そ
、
問
題
は
深
刻
。
国

民
に
与
え
ら
れ
た
公
民
権
を
、
か

り
ん
と
う
ご
と
き
で
売
り
渡
す
の

が
鹿
嶋
市
民
か
と
非
難
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
状
況
を
理
解
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
反
省
す

る
様
子
も
見
ら
れ
な
い
が
。

立
原

再
任
用
職
員
を
再
雇
用

し
た
理
由
は

再
任
用
で
は
な
く
、
任
期

付
職
員
と
い
う
立
場
で
雇

用
し
て
い
る
。

　
退
職
金
は
払
っ
て
い
な
い
。

任
期
付
職
員
と
し
て
雇
用

再
任
用
職
員
を
再
雇
用
し
て
い

る
実
態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
整
理
で
雇
用
し
た
の
か
。
再
雇
用
で

は
な
く
、
正
規
職
員
を
充
て
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
。

　
ま
た
、
２
月
の
退
職
の
時
に
、
退
職

金
は
払
っ
て
い
る
の
か
。

立
原

清
潔
な
選
挙
、
公
平
、
公
正
な

選
挙
が
保
証
さ
れ
な
い
と
、
公

民
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
状
況
が
変
わ
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
命
が
け
で
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
司
法
の
判
断
が
別
の
ほ
う
に
行
っ
た

と
し
て
も
、
道
義
的
責
任
を
追
及
す
る

こ
と
は
終
わ
ら
な
い
。

立
原

そ
の
仮
定
の
話
で
、
そ
う

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ

れ
は
そ
の
時
点
で
判
断
を
す
る
。

そ
の
時
点
で
判
断
す
る

市
長 司

法
の
判
断
が
厳
し
い
も
の

だ
っ
た
ら
、
そ
れ
に
従
う
と
い

う
こ
と
か
。

　 立
原

たちはら　   ひろいち

立 原　弘 一  議員
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司
法
の
判
断
に
委
ね

て
い
る
の
で
、
答
弁

は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

答
弁
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
く市

長

選

　管

書
記
長

選

　管

委
員
長 選

挙
管
理
委
員
会
は
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
報
じ
ら
れ
た
市
長
の

事
前
運
動
内
容
に
つ
い
て
、
把
握
し
て

い
た
の
か
。
ま
た
、指
導
は
行
わ
な
か
っ

た
の
か
。

報
道
が
あ
っ
た
と
い
う
事

実
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

で
報
告
を
受
け
た
。

実
態
を
把
握
し
、
文
書

な
ど
で
改
善
を
指
導

田
村

選
挙
運
動
期
間
中
の
選
挙
管
理

委
員
会
の
書
記
長
は
、
前
任
者

で
あ
る
。
前
任
者
が
把
握
を
し
て
い
た

こ
と
な
ど
は
、
委
員
会
の
会
議
録
に

残
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
会
議

録
の
中
に
、
後
援
会
事
務
所
に
お
い
て

規
格
外
の
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ

と
や
、
肖
像
画
の
掲
示
が
あ
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
把
握
し
て
記
録
さ
れ
て
い

る
の
か
。

田
村

公職選挙法違反への指導方法は

公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
事
案
の
情

報
等
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
ま
ず

そ
の
実
態
把
握
に
努
め
、
事
実
確
認

が
取
れ
た
も
の
は
、
直
接
ま
た
は
文

書
な
ど
に
よ
っ
て
改
善
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
　
　
　
　

選

　管

書
記
長

選
挙
指
導
記
録
が
あ
る

会
議
録
で
は
な
く
、「
選

挙
指
導
記
録
」
と
し
て

作
成
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
答
弁
し
て
い
る
。

　
選
挙
事
務
所
に
お
け
る
ポ
ス

タ
ー
の
不
適
切
な
掲
示
に
関
す
る

指
摘
を
受
け
て
現
地
確
認
を
し
、

後
援
会
事
務
所
な
ど
に
指
導
を

行
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
録
し
て
い

る
。

市
民
は
戸
惑
い
を
感
じ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
な
ら
ば
、
税
金
を

納
め
た
く
な
い
と
言
う
声
や
、
鹿

嶋
市
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な

が
る
と
心
配
す
る
声
も
多
い
。
自

分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
見
つ

め
、
適
切
な
判
断
を
望
む
。

田
村
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市
長
の
政
治
姿
勢
に

疑
問

現
在
、
司
法
に
委
ね

て
い
る
状
態
な
の
で
、

答
弁
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

司
法
の
判
断
に
委
ね
て
い
る

市
長

総
務

  

部
長

１
月
に
、
市
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か
ら
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発
状
が
警
察
に
提
出
さ

れ
た
。「
た
か
が
、
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と
う
」
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こ
そ
、
問
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は
深
刻
。
国

民
に
与
え
ら
れ
た
公
民
権
を
、
か

り
ん
と
う
ご
と
き
で
売
り
渡
す
の

が
鹿
嶋
市
民
か
と
非
難
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
状
況
を
理
解
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
反
省
す

る
様
子
も
見
ら
れ
な
い
が
。

立
原

再
任
用
職
員
を
再
雇
用

し
た
理
由
は

再
任
用
で
は
な
く
、
任
期

付
職
員
と
い
う
立
場
で
雇

用
し
て
い
る
。

　
退
職
金
は
払
っ
て
い
な
い
。

任
期
付
職
員
と
し
て
雇
用

再
任
用
職
員
を
再
雇
用
し
て
い

る
実
態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
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で
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し
た
の
か
。
再
雇
用
で

は
な
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、
正
規
職
員
を
充
て
る
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だ

と
考
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が
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ま
た
、
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の
退
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の
時
に
、
退
職
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は
払
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の
か
。
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清
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、
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、
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な
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が
保
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な
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と
、
公

民
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が
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て
い
る
状
況
が
変
わ
ら

な
い
。
そ
の
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め
に
は
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命
が
け
で
や

ら
な
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ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
司
法
の
判
断
が
別
の
ほ
う
に
行
っ
た

と
し
て
も
、
道
義
的
責
任
を
追
及
す
る

こ
と
は
終
わ
ら
な
い
。

立
原

そ
の
仮
定
の
話
で
、
そ
う

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ

れ
は
そ
の
時
点
で
判
断
を
す
る
。

そ
の
時
点
で
判
断
す
る

市
長 司

法
の
判
断
が
厳
し
い
も
の

だ
っ
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ら
、
そ
れ
に
従
う
と
い

う
こ
と
か
。
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原
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司
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。
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が
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と
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う
事
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選
挙
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委
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。

実
態
を
把
握
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書

な
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を
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導
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間
中
の
選
挙
管
理
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会
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記
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前
任
者

で
あ
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が
把
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を
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は
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会
の
会
議
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の
か
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に
、
後
援
会
事
務
所
に
お
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て
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の
看
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が
設
置
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た
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や
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と

に
つ
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て
、
把
握
し
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記
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る
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に
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る
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れ
が
あ
る
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案
の
情

報
等
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
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ま
ず

そ
の
実
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把
握
に
努
め
、
事
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確
認

が
取
れ
た
も
の
は
、
直
接
ま
た
は
文

書
な
ど
に
よ
っ
て
改
善
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
　
　
　
　

選
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書
記
長

選
挙
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導
記
録
が
あ
る

会
議
録
で
は
な
く
、「
選

挙
指
導
記
録
」
と
し
て

作
成
し
た
も
の
が
あ
る
の
で
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そ

れ
に
基
づ
い
て
答
弁
し
て
い
る
。

　
選
挙
事
務
所
に
お
け
る
ポ
ス

タ
ー
の
不
適
切
な
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示
に
関
す
る

指
摘
を
受
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て
現
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確
認
を
し
、

後
援
会
事
務
所
な
ど
に
指
導
を

行
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
録
し
て
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る
。

市
民
は
戸
惑
い
を
感
じ
て
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る
。
こ
の
よ
う
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
な
ら
ば
、
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金
を

納
め
た
く
な
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と
言
う
声
や
、
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市
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に
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田
口

司
法
の
判
断
を
待
つ
と
は

ど
う
い
う
意
味
か

庁
内
に
い
じ
め
は
な
い

の
か

発
言
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

市
長 今

回
の
事
件
が
、
市
行
政
面

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
認

識
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
司
法
の
判

断
を
待
ち
た
い
と
い
う
の
は
、
裁
判

で
主
張
を
申
し
述
べ
た
い
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

　
　
　 

私
の
不
徳
の
い
た
す
と

　
　
　
こ
ろ
。
今
の
私
の
立
場

は
、
書
類
送
検
さ
れ
て
お
り
、

司
法
に
判
断
を
委
ね
て
い
る
の

で
、
発
言
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

今
回
の
問
題
で
、
市
の

行
政
に
何
か
影
響
が
出

て
い
る
か
と
い
う
質
問
に
つ
い

て
、
現
段
階
で
は
そ
の
影
響
は

感
じ
ら
れ
な
い
。

副
市
長

い
じ
め
は
全
然
な
い
と
は

思
わ
な
い

市
長
　
　
　 

庁
内
に
い
じ
め
が
全
然
な 

　
　
　
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

職
員
に
は
、
市
民
の
目
線
で
公
平

に
や
っ
て
く
れ
と
、
そ
う
で
な
い

な
ら
、
自
分
で
胸
に
手
を
あ
て
て

考
え
て
欲
し
い
、
と
は
言
っ
た
。

 た ぐ ち　     しげる

田 口　  茂  議員

田
口
こ
う
い
う
の
を
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
い
う
の
だ
。
心

の
病
に
な
っ
た
り
す
る
。
職
員
に
対

す
る
安
全
配
慮
義
務
違
反
で
あ
り
、

損
害
賠
償
の
対
象
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
高
圧
的
な
態
度
や
脅
迫
的
な
言

葉
は
、
そ
う
い
う
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
認
識
さ
れ
た
い
。

田
口
書
類
送
検
の
後
の
流
れ
は
、

起
訴
か
不
起
訴
で
あ
り
、
起

訴
は
略
式
か
本
起
訴
で
あ
る
。
失
職

は
間
違
い
な
い
。
失
職
し
た
場
合
、

市
長
選
挙
を
行
う
と
２
０
０
０
万
円

か
か
る
。

　
国
家
賠
償
法
に
よ
る
と
、
国
や
地

方
公
共
団
体
は
、
直
接
の
加
害
者
で

あ
る
公
務
員
に
故
意
、
ま
た
は
重
大

な
過
失
が
あ
る
と
き
は
、
損
害
賠
償

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ

て
い
る
。
失
職
し
た
と
き
は
求
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
市
長
が

責
任
を
持
つ
と
、
職
員
の
前
で
言
っ

た
と
聞
い
た
。
市
長
の
所
信
表
明
に
、

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
策
定
す
る

と
も
あ
っ
た
。
庁
内
に
い
じ
め
は
な

い
の
か
。
市
長
か
ら
管
理
職
に
対
し

て
「
胸
に
手
を
あ
て
て
よ
く
考
え
ろ
」

と
発
言
し
た
と
い
う
が
。

　

12

内
山

選
挙
運
動
の
責
任
は

当
選
後
も
消
え
な
い

当
然
、
日
本
は
法
治
国

家
で
あ
り
、
私
も
十
分

わ
か
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な

部
分
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
心

配
を
お
か
け
し
、
不
徳
の
い
た

す
と
こ
ろ
と
、
思
っ
て
い
る
。

法
治
国
家
だ
と
認
識

市
長 後

援
会
活
動
や
選
挙
運
動
を

展
開
す
る
と
き
に
は
、
当
選

後
も
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
後
援
会
活
動
や
選
挙
運
動
で
違
反

行
為
を
す
る
こ
と
は
、
当
選
後
も
違

反
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
市

長
は
、
市
政
運
営
の
最
高
責
任
者
で

あ
り
、
指
導
者
で
も
あ
る
。
市
長
や

議
員
は
特
別
公
務
員
で
あ
り
、
法
律

は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
で

あ
る
。
法
令
や
条
例
、
規
則
を
守
り
、

部
下
に
守
ら
せ
る
責
務
が
あ
る
と
思

う
が
、
市
長
の
考
え
は
。
　
　
　
　

　

内
山

公
平
、
公
正
に
、
相
談

な
ど
が
あ
れ
ば
聴
か
せ

て
い
た
だ
き
、
や
っ
て
い
き
た

い
。 市

長
教
育
の
問
題
に
関
し
て

は
、
手
続
き
を
踏
ま
え

て
（
三
権
分
立
の
）
三
権
の
ほ

う
の
手
続
き
な
り
、
あ
る
い
は

審
判
が
終
わ
っ
た
段
階
で
、
子

ど
も
た
ち
に
は
き
ち
ん
と
し
た

説
明
が
で
き
る
と
、
こ
れ
が
教

育
の
営
み
だ
ろ
う
と
い
う
捉
え

方
を
し
て
い
る
。

　
市
長
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
、

我
々
は
そ
の
補
助
機
関
と
し
て

市
長
を
支
え
、
市
民
の
安
全
、

安
心
、
あ
る
い
は
元
気
な
鹿
嶋

市
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

を
し
て
い
く
。

副
市
長

昔
の
こ
と
だ
が
、
あ
る
村
長

さ
ん
は
警
察
か
ら
取
り
調
べ

を
受
け
た
段
階
で
辞
職
し
た
。
そ
の

後
や
り
直
し
、
現
在
は
市
長
と
し
て

信
託
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
人
の
よ

う
な
判
断
を
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
鹿
嶋
の
子
ど
も
た
ち
が
ほ
か
へ
研

修
で
出
て
行
っ
た
と
き
に
、
鹿
嶋
は

大
変
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
ね
、
と

言
わ
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

発
信
さ
れ
て
い
る
し
、
市
民
と
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
大
変
な
影
響
を
与

え
る
の
で
は
な
い
か
と
、
心
配
を
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
市
長
や
副
市
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
解
消
す
る
つ

も
り
か
尋
ね
る
。
　

うちやま　  　はじめ

内 山　   一  議員
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一 般    問
質質

13

田
口

司
法
の
判
断
を
待
つ
と
は

ど
う
い
う
意
味
か

庁
内
に
い
じ
め
は
な
い

の
か

発
言
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

市
長 今

回
の
事
件
が
、
市
行
政
面

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
認

識
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
司
法
の
判

断
を
待
ち
た
い
と
い
う
の
は
、
裁
判

で
主
張
を
申
し
述
べ
た
い
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

　
　
　 

私
の
不
徳
の
い
た
す
と

　
　
　
こ
ろ
。
今
の
私
の
立
場

は
、
書
類
送
検
さ
れ
て
お
り
、

司
法
に
判
断
を
委
ね
て
い
る
の

で
、
発
言
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

今
回
の
問
題
で
、
市
の

行
政
に
何
か
影
響
が
出

て
い
る
か
と
い
う
質
問
に
つ
い

て
、
現
段
階
で
は
そ
の
影
響
は

感
じ
ら
れ
な
い
。

副
市
長

い
じ
め
は
全
然
な
い
と
は

思
わ
な
い

市
長
　
　
　 

庁
内
に
い
じ
め
が
全
然
な 

　
　
　
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

職
員
に
は
、
市
民
の
目
線
で
公
平

に
や
っ
て
く
れ
と
、
そ
う
で
な
い

な
ら
、
自
分
で
胸
に
手
を
あ
て
て

考
え
て
欲
し
い
、
と
は
言
っ
た
。

 た ぐ ち　     しげる

田 口　  茂  議員

田
口
こ
う
い
う
の
を
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
と
い
う
の
だ
。
心

の
病
に
な
っ
た
り
す
る
。
職
員
に
対

す
る
安
全
配
慮
義
務
違
反
で
あ
り
、

損
害
賠
償
の
対
象
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
高
圧
的
な
態
度
や
脅
迫
的
な
言

葉
は
、
そ
う
い
う
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
認
識
さ
れ
た
い
。

田
口
書
類
送
検
の
後
の
流
れ
は
、

起
訴
か
不
起
訴
で
あ
り
、
起

訴
は
略
式
か
本
起
訴
で
あ
る
。
失
職

は
間
違
い
な
い
。
失
職
し
た
場
合
、

市
長
選
挙
を
行
う
と
２
０
０
０
万
円

か
か
る
。

　
国
家
賠
償
法
に
よ
る
と
、
国
や
地

方
公
共
団
体
は
、
直
接
の
加
害
者
で

あ
る
公
務
員
に
故
意
、
ま
た
は
重
大

な
過
失
が
あ
る
と
き
は
、
損
害
賠
償

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ

て
い
る
。
失
職
し
た
と
き
は
求
め
て

い
く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
市
長
が

責
任
を
持
つ
と
、
職
員
の
前
で
言
っ

た
と
聞
い
た
。
市
長
の
所
信
表
明
に
、

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
策
定
す
る

と
も
あ
っ
た
。
庁
内
に
い
じ
め
は
な

い
の
か
。
市
長
か
ら
管
理
職
に
対
し

て
「
胸
に
手
を
あ
て
て
よ
く
考
え
ろ
」

と
発
言
し
た
と
い
う
が
。

　

12

内
山

選
挙
運
動
の
責
任
は

当
選
後
も
消
え
な
い

当
然
、
日
本
は
法
治
国

家
で
あ
り
、
私
も
十
分

わ
か
っ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な

部
分
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
心

配
を
お
か
け
し
、
不
徳
の
い
た

す
と
こ
ろ
と
、
思
っ
て
い
る
。

法
治
国
家
だ
と
認
識

市
長 後

援
会
活
動
や
選
挙
運
動
を

展
開
す
る
と
き
に
は
、
当
選

後
も
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
後
援
会
活
動
や
選
挙
運
動
で
違
反

行
為
を
す
る
こ
と
は
、
当
選
後
も
違

反
行
為
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
市

長
は
、
市
政
運
営
の
最
高
責
任
者
で

あ
り
、
指
導
者
で
も
あ
る
。
市
長
や

議
員
は
特
別
公
務
員
で
あ
り
、
法
律

は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
で

あ
る
。
法
令
や
条
例
、
規
則
を
守
り
、

部
下
に
守
ら
せ
る
責
務
が
あ
る
と
思

う
が
、
市
長
の
考
え
は
。
　
　
　
　

　

内
山

公
平
、
公
正
に
、
相
談

な
ど
が
あ
れ
ば
聴
か
せ

て
い
た
だ
き
、
や
っ
て
い
き
た

い
。 市

長
教
育
の
問
題
に
関
し
て

は
、
手
続
き
を
踏
ま
え

て
（
三
権
分
立
の
）
三
権
の
ほ

う
の
手
続
き
な
り
、
あ
る
い
は

審
判
が
終
わ
っ
た
段
階
で
、
子

ど
も
た
ち
に
は
き
ち
ん
と
し
た

説
明
が
で
き
る
と
、
こ
れ
が
教

育
の
営
み
だ
ろ
う
と
い
う
捉
え

方
を
し
て
い
る
。

　
市
長
は
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
、

我
々
は
そ
の
補
助
機
関
と
し
て

市
長
を
支
え
、
市
民
の
安
全
、

安
心
、
あ
る
い
は
元
気
な
鹿
嶋

市
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

を
し
て
い
く
。

副
市
長

昔
の
こ
と
だ
が
、
あ
る
村
長

さ
ん
は
警
察
か
ら
取
り
調
べ

を
受
け
た
段
階
で
辞
職
し
た
。
そ
の

後
や
り
直
し
、
現
在
は
市
長
と
し
て

信
託
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
人
の
よ

う
な
判
断
を
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
鹿
嶋
の
子
ど
も
た
ち
が
ほ
か
へ
研

修
で
出
て
行
っ
た
と
き
に
、
鹿
嶋
は

大
変
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
ね
、
と

言
わ
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

発
信
さ
れ
て
い
る
し
、
市
民
と
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
大
変
な
影
響
を
与

え
る
の
で
は
な
い
か
と
、
心
配
を
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
市
長
や
副
市
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
解
消
す
る
つ

も
り
か
尋
ね
る
。
　

うちやま　  　はじめ

内 山　   一  議員
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一 般    問
質質

複
数
事
業
の
推
進
に
よ
り
、　

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
き
た
い

須
賀
に
あ
る
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
合
計
７
か

所
の
支
援
拠
点
施
設
を
設
置
し
、
子
育
て

中
の
親
子
の
居
場
所
づ
く
り
や
交
流
の
場

を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
就
学
児
童
の

放
課
後
支
援
と
し
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
整
備
拡
充
を

図
り
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
複
数
の
事
業
推
進
に
よ
り
、
児

童
館
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
き

た
い
。

事
業
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
な
た
め
、

事
業
の
周
知
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

妊
娠
中
の
対
象
者
全
員
へ
の
個
別

通
知
な
ど
、
妊
婦
や
子
育
て
中
の

両
親
が
目
に
し
や
す
い
方
法
で
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
か
し
ま
子
育
て

ね
っ
と
」
を
活
用
し
た
講
座
の
周

知
な
ど
、
若
い
親
世
代
が
利
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
。

高
齢
者
の
活
躍
の
場
を
創
出
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
た
め
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
既
存
の
団
体
へ
の
支
援
に
引

き
続
き
努
め
た
い
。

ま
だ
受
講
し
た
こ
と
の
な
い
方

へ
の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

児
童
館
に
対
す
る
考
え
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

高
齢
者
対
策
に
対
す
る
考
え
は
。

篠
塚

篠
塚

篠
塚

市
民
福

祉
部
長

市
民
福

祉
部
長

▲開催のたび、出産を控えた多くの夫婦が参加する

　妊娠期子育て講座

市
長

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
実
施

本
市
で
は
、
育
児
不
安
の

解
消
な
ど
の
目
的
と
し
て
、

平
成
14
年
度
か
ら
土
日
に
年
６
回

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
日
に
開

催
し
て
い
る
母
親
学
級
を
年
18
回
、

夜
間
に
開
催
し
て
い
る
両
親
学
級

を
年
６
回
開
催
し
て
い
る
。
年
間

で
約
５
０
０
人
が
参
加
し
て
い
る
。

市
民
福

祉
部
長

妊
娠
期
子
育
て
講
座
の

充
実
をお

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
三

つ
子
の
魂
を
つ
く
る
知
識
を

得
て
も
ら
う
場
と
し
て
、
妊
娠
期
子
育

て
講
座
の
現
状
は
。

篠
塚

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

○
保
健
セ
ン
タ
ー
移
転
後
の
施
設
利
用
に
つ
い
て

○
高
齢
者
の
た
め
の
公
民
館
の
月
曜
日
開
放
に

つ
い
て

児童館の整備は

しのつか　　ようぞう

篠 塚    洋 三  議員
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一 般    問
質質

平
成
20
年
１
月
か
ら
平
成
25

年
度
末
ま
で
の
実
績
は
、
合

計
で
30
件
、
金
額
に
し
て
２
７
７
万

８
０
０
０
円
。
な
お
、
東
日
本
大
震

災
以
降
、
被
災
者
の
た
め
に
使
っ
て

欲
し
い
旨
の
明
示
が
あ
っ
た
も
の
に

つ
い
て
は
義
援
金
と
し
て
取
り
扱
っ

た
た
め
、
こ
の
実
績
に
は
含
ま
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

し
た
方
へ
は
、
お
礼
状
の
ほ
か
、
希

望
者
へ
広
報
「
か
し
ま
」
を
１
年
間

送
付
し
て
い
る
。

３
つ
の
視
点
か

ら
考
え
た
い
。

１
点
目
が
味
覚
で
本
市

を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
。

汐し
お
さ
い菜

キ
ャ
ベ
ツ
、
ピ
ー

マ
ン
、
メ
ロ
ン
、
ハ
マ

企
画 

  

部
長

企
画 

  

部
長

▲▼鹿嶋ならではの体験を通じて魅力を発信

市
長

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

検
討
し
て
い
く

平
成
20
年
の
ふ
る
さ
と
納
税

開
始
当
初
は
、
寄
附
に
対
し

品
物
を
贈
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
と

い
っ
た
見
方
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
特

産
品
の
贈
呈
を
見
送
っ
て
き
た
。
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
の
認
知
度
も
上

が
っ
て
き
て
お
り
、
収
入
増
は
も
と

よ
り
特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
効
果
や
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
子
宝
手
当
政
策
で
発
生

す
る
２
億
８
０
０
０
万
円
に
対

し
、
税
収
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
政
策
も

同
時
進
行
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と

思
う
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
本

市
の
考
え
は
。

税
収
ア
ッ
プ
の
一
翼
を
担
う
と

思
わ
れ
る
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
本
市
の
現
状
は
。

本
市
で
は
ど
の
よ

う
な
も
の
が
ブ
ラ

ン
ド
・
特
産
品
に
な
り
う

る
の
か
。

出
頭

出
頭

出
頭

特産品の贈呈により本市のＰＲを

しゅっとう　かつあき

出 頭    克 明  議員

グ
リ
、
タ
コ
な
ど
の
農
水
産
物
や
そ

の
加
工
品
、
鹿
嶋
な
ら
で
は
の
菓
子
。

２
点
目
が
特
典
を
契
機
に
鹿
嶋
を
訪

れ
て
い
た
だ
く
も
の
。
鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
や
鹿
嶋
神

の
道
の
案
内
つ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体

験
な
ど
、
体
験
を
通
し
て
本
市
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も
の
。
３
点
目
が

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
。
１
点
目
、

２
点
目
の
Ｐ
Ｒ
を
通
し
て
、
鹿
嶋
の

も
の
を
買
い
た
い
、
行
き
た
い
と
い

う
リ
ピ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ン
を
増
や
す

こ
と
。
本
市
と
し
て
も
、
ふ
る
さ
と

納
税
が
魅
力
あ
る
制
度
と
な
る
よ
う

調
査
研
究
し
た
い
。
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一 般    問
質質

市
長

市
長

市
民
課
窓
口
の

　
　

休
日
開
庁
を
実
施

雇
用
の
確
保
と
子
育
て
環
境
の
整
備
を　
　
　
　
　

推
進

要
求
の
高
い
場
所
か
ら
整
備
を
検
討

市
民
ふ
れ
あ
い
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
は
、

平
成
11
年
開
設
以
来
15
年
が
経

過
し
て
お
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
の

変
化
に
合
わ
せ
て
本
サ
ー
ビ
ス

を
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
。

そ
こ
で
、
市
民
ふ
れ
あ
い
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
替
え
て
自
動

企
業
誘
致
等
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
や
、
若

い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
、
若
い
世

代
を
呼
び
込
み
た
い
。

鹿
島
神
宮
周
辺
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

周
辺
、
海
水
浴
場
の
よ
う
な
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
要
求
の
高
そ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、
民
間

の
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環
境
の
提
供
を
受
け
進
め
た
い
。

休
日
の
市
役
所
開
庁
を

土
日
の
チ
ェ
リ
オ
で
の
出
張

窓
口
業
務
は
、
証
明
書
の
自

動
交
付
機
で
対
応
し
、
休
日
に
市
役
所

を
開
け
る
ほ
う
が
市
民
に
と
っ
て
利
便

性
が
高
い
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

将
来
の
人
口
減
お
よ
び
人
口
構
成
の
バ
ラ
ン

ス
の
悪
さ
を
改
善
す
る
た
め
に
も
、
働
く
世

代
を
支
援
す
る
施
策
を
重
点
的
に
推
進
し
移
住
促
進
を

図
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

鹿
島
神
宮
周
辺
や
海
水
浴
場
を
無
線
Ｗ
ｉ

‐
Ｆ
ｉ
化
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
観
光
客
が

見
込
め
る
と
思
う
が
。

佐
藤

佐
藤

佐
藤

さとう　　  のぶなり

佐 藤    信 成  議員

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

○
市
長
公
約
の
優
先
順
位
に
つ
い
て

○
公
約
の
実
行
と
財
政
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

○
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
に
つ
い
て

環
境
経

済
部
長

▲新たにチェリオへ設置することになった

　証明書自動交付機

交
付
機
を
設
置
し
、
代
わ

り
に
月
２
回
程
度
、
市
民

課
窓
口
を
休
日
開
庁
し
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
拡
充
を

図
り
、
利
便
性
の
向
上
を

目
指
す
。
平
成
27
年
４
月

を
目
標
に
準
備
を
進
め
た

い
。
さ
ら
に
は
、
平
成
27

年
度
に
個
人
番
号
制
度

が
導
入
さ
れ
、
平
成
28
年

１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
る

こ
と
か
ら
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
証
明

書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
平

成
28
年
度
中
に
導
入
す
る

こ
と
も
予
定
し
て
い
る
。

ＩＣＴの推進を
働く世代の人口確保を
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

市
長

市
長

市
長

司
法
の
判
断
に
委
ね
て
い
る

司
法
の
判
断
に
委
ね
て
い
る
た

め
、
答
弁
は
差
し
控
え
る
。

人
生
観
や
考
え
方
が
そ
れ
ぞ

れ
あ
り
、
私
に
も
持
論
が
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
司
法
の
判

断
に
委
ね
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
司

法
の
判
断
が
出
る
ま
で
そ
れ
以
上
の
こ

と
は
言
え
な
い
。

司
法
が
是
か
非
か
判
断
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

選
挙
前
に
物
品
を
配
っ
た
の
は
本
当
か

錦
織
市
長
が
公
職
選
挙
法
違
反

で
書
類
送
検
さ
れ
て
い
る
事
実

に
つ
い
て
、
第
三
者
的
に
み
て
も
、
常
識

的
、
道
義
的
に
市
政
に
お
い
て
大
変
な
問

題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
無
視
し
て
議
会

を
進
め
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
が
、
議
員

と
し
て
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
な
い
こ
と

は
、
本
市
行
政
の
汚
点
に
目
を
つ
ぶ
る
こ

と
と
同
じ
で
あ
る
。
錦
織
市
長
は
選
挙
前

に
本
当
に
物
品
を
配
っ
た
の
か
尋
ね
る
。

１
０
０
０
円
相
当
の
物
品
を
配
っ

た
こ
と
が
本
当
な
ら
ば
悪
質
な

部
類
の
違
反
行
為
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

１
０
０
０
円
ぐ
ら
い
の
物
品
だ
っ
た
ら
、

受
け
取
る
方
は
受
け
取
り
や
す
く
、
配
る

方
も
配
り
や
す
い
。
お
金
よ
り
も
悪
い
意

識
が
な
い
分
、
受
け
取
っ
た
方
は
頼
ま
れ

事
も
応
じ
や
す
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
違

反
行
為
は
し
た
け
れ
ど
も
、
黙
っ
て
い
よ

う
、
ご
ま
か
そ
う
と
い
っ
た
考
え
が
市
長

に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
本
市
全
体

の
行
政
の
方
針
に
な
っ
て
し
ま
う
。
公
職

選
挙
法
違
反
の
容
疑
が
事
実
な
の
か
ど
う

か
、
一
番
知
っ
て
い
る
の
は
市
長
本
人
で

あ
る
。
仮
に
こ
こ
で
う
そ
を
つ
い
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
私
一
人
に
対
し
て
で
は
な

く
、
市
民
６
万
人
に
対
し
て
で
あ
る
。
ま

た
、
厳
し
い
態
度
を
と
る
立
場
で
あ
り
な

が
ら
、
同
様
の
間
違
い
を
職
員
が
起
こ
し

た
と
き
に
ど
う
示
し
を
つ
け
る
の
か
。
今

回
の
騒
動
で
、
市
民
が
大
き
な
政
治
不
信

を
抱
い
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
市
長

み
ず
か
ら
物
品
は
配
っ
て
い
な
い
と
宣
言

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
と
は
地
検
に
調

や
っ
た
の
か
、
や
っ
て
い
な
い

の
か
、
自
分
が
わ
か
っ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
市
民
と
し
て
、
や
っ
て
い

な
い
と
言
っ
て
欲
し
い
。
な
ぜ
や
っ
て
い

な
い
こ
と
を
司
法
に
任
せ
る
の
か
、
司
法

の
判
断
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

河
津

河
津

河
津

かわつ　　   とおる

河 津      亨  議員

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

○
観
光
ル
ー
ト
の
開
設
に
つ
い
て

査
を
任
せ
る
。
警
察
へ
の
圧
力
な
ど
も
一

切
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
政
治
不
信
を
取

り
除
く
発
言
も
加
え
た
上
で
、
再
度
、
配
っ

た
の
か
配
っ
て
い
な
い
の
か
答
え
て
い
た

だ
き
た
い
。
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

にしづか　　   やすお

西 塚     保 男  議員

平
成
29
年
度
の
事
業
完
了
を

目
指
し
整
備
に
努
め
た
い

流
末
の
確
保
が
必
要

調
整
池
の
整
備
も
視
野
に
入
れ

排
水
対
策
を
検
討
し
て
い
く

茨
城
県
が
、
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
の
８
年
間
で
、

総
延
長
１
９
８
０
メ
ー
ト
ル

、
総
事
業
費

３
億
１
３
６
０
万
円
で
排
水
路
を
整
備

す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
よ
り
工
事
着
手
が
平
成

24
年
度
に
先
送
り
さ
れ
た
た
め
、
平
成

25
年
度
末
ま
で
の
実
績
は
99
メ
ー
ト
ル

に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
平
成
29
年
度
の
事
業

完
了
を
目
指
し
て
茨
城
県
と
連
携
し

な
が
ら
整
備
に
努
め
た
い
。

根
本
的
に
は
流
末
を
き

ち
っ
と
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
み
ず
か

ら
地
元
の
地
権
者
に
お
願
い
に

行
っ
て
、
協
力
を
依
頼
し
た
い
。

現
在
の
雨
水
排
水
の
大
部
分
は
、

土
地
改
良
区
内
の
水
路
を
介
し

て
放
流
し
て
い
る
。
大
雨
時
に
は
低
地
部

で
被
害
を
受
け
て
い
る
地
区
も
あ
り
、
ま

た
、
海
岸
部
で
は
排
水
口
付
近
で
の
砂
だ

ま
り
に
よ
り
排
水
能
力
が
低
下
し
て
い

る
。
平
常
時
に
は
多
目
的
利
用
が
可
能
な

調
整
池
の
整
備
も
視
野
に
入
れ
、
低
地
部

へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
排
水
対
策
を
検
討

し
て
い
く
。

小
山
地
区
の
雨
水
排
水

対
策
は

荒
野
台
地
区
の
雨
水

排
水
対
策
は

大
野
区
域
地
区
計
画
３
か

所
の
雨
水
排
水
計
画
は

小
山
地
区
で
の
畑
地
帯
総
合
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

荒
野
台
地
区
は
大
型
ポ
ン

プ
の
設
置
に
よ
り
排
水
が

大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
執
行
部
の
尽

力
に
感
謝
す
る
。
し
か
し
、
ポ
ン
プ

で
の
排
水
に
は
限
度
が
あ
る
。
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

大
野
区
域
の
地
区
計
画
３
か
所
（
大

野
駅
周
辺
、は
ま
な
す
公
園
駅
周
辺
、

荒
野
台
駅
周
辺
）
の
排
水
が
、
流
末
の
低
地

部
で
合
流
し
、
冠
水
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

西
塚

西
塚

西
塚

環
境
経

済
部
長

建
設 

  

部
長

市
長

▲早急な雨水排水対策が求められる

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

○
成
田
と
鹿
嶋
を
結
ぶ
観
光
バ
ス
ル
ー
ト
の
開

設
に
つ
い
て

○
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
中
心
と
し
た
総
合

ス
ポ
ー
ツ
公
園
化
事
業
に
つ
い
て

○
関
東
鉄
道
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
地
へ
の
歴
史

館
建
設
に
つ
い
て

○
道
の
駅
構
想
に
つ
い
て
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

やまぐち　　てつひで

山 口    哲 秀  議員

早
期
完
成
に
向
け
努
力
を
惜
し

ま
な
い

整
備
手
法
を
早
急
に
判
断
す
る

神
宮
橋
を
補
修
・
補
強
し
、
管

理
体
制
の
強
化
を
図
る

道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
検
討
す
る

国
道
51
号
の
全
線
４
車
線
化
に

向
け
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
取
り

組
む
。
神
宮
橋
の
活
用
に
つ
い
て
は
隣
接

の
潮
来
市
と
調
整
し
て
い
く
。

本
市
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
設

置
状
況
は
、
約
５
８
０
基
、
全

体
の
11
㌫
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

財
政
的
な
課
題
を
精
査
し
、
整
備
手
法

に
つ
い
て
早
急
に
判
断
し
た
い
。

本
市
が
管
理
す
る
道
路
照

明
灯
の
う
ち
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
ゼ

ロ
。
環
境
省
が
行
っ
て
い
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
導
入
促
進
事
業
の
活
用
な

ど
、
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

防
犯
灯
・
道
路
照
明
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
整
備
状
況
は

51
号
バ
イ
パ
ス
の
４
車
線
化
や
清

水
、
小
山
地
先
の
歩
道
拡
幅
に
対

す
る
要
望
活
動
と
整
備
見
通
し
は
。
ま
た
、

神
宮
橋
の
老
朽
化
や
耐
震
面
の
安
全
性
は

大
丈
夫
な
の
か
。
神
宮
橋
は
存
続
で
き
る

の
か
。

電
気
料
金
や
修
繕
費
の
節
減
と
低

炭
素
社
会
を
図
る
た
め
、
防
犯
灯

と
道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
状
況
と
検

討
内
容
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

山
口

山
口

建
設 

  

部
長

建
設 

  

部
長

市
長

▲旧神宮橋は、新神宮橋の４車線化でどうなる？

【
こ
ん
な
提
案
や
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

○
交
通
渋
滞
と
交
通
事
故
が
多
い
国
県
道
交
差

点
の
改
良
に
つ
い
て

○
一
部
未
整
備
と
な
っ
て
い
る
市
道
の
整
備
に

つ
い
て

○
自
転
車
道
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
構
想

に
つ
い
て

○
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

○
学
校
に
お
け
る
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

環
境
経

済
部
長

清
水
地
区
の
歩
道
１
８
０
メ
ー
ト
ル

の
整
備
が
完
了
し
た
。
今
後

も
継
続
的
な
整
備
を
要
望
し
て
い
く
。

　

神
宮
橋
の
老
朽
化
と
耐
震
面
で
の
安

全
性
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
８
月

に
調
査
検
討
委
員
会
を
設
立
し
検
討

を
行
っ
て
き
た
。
東
日
本
大
震
災
を
超

え
る
揺
れ
を
受
け
た
場
合
に
は
大
き
な

変
状
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
神
宮
橋
の
４
車
線
化
を
行
う
も

国、県道の整備と神宮橋の耐震対策は

の
と
し
た
。
そ
の
間
、
橋
の
補
修
・
補

強
や
橋
の
状
態
を
監
視
す
る
計
測
器
を

設
置
す
る
な
ど
管
理
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

　こ ご い　　 よしかず

小古井   芳一  議員

外
港
後
背
地
の
利
活
用
で
雇

用
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く

民
間
事
業
者
で
の
対
応

を
考
え
て
い
る

本
市
な
ら
で
は
の
公
共
交

通
体
系
の
確
立
に
努
め
る

支
援
事
業
を
継
続
し
、
関
係
市
な

ど
と
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く

外
港
公
共
埠
頭
の
後
背
地
で

あ
る
県
有
地
や
企
業
遊
休
地

の
利
活
用
を
働
き
か
け
、
企
業
の
収
益

を
雇
用
の
拡
大
や
所
得
の
上
昇
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

温
浴
施
設
の
整
備
は

民
間
事
業
者
で
の
対

応
を
考
え
て
い
る
。
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
で
対
応
事
業
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
支
援
に
加
え
、
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を

含
む
様
々
な
内
容
を
調
査
研
究

し
、
本
市
な
ら
で
は
の
公
共
交
通

体
系
の
確
立
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
独
自
の
医
師
確
保
支
援
事
業
で

こ
れ
ま
で
12
人
の
常
勤
医
師
が
確

保
さ
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
機
関
支
援

策
を
継
続
し
な
が
ら
、
関
係
市
な
ど
と
連

携
し
地
域
医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。
な
め
が
た
地
域
総
合
病
院
の
医
師
確

保
に
つ
い
て
は
、
機
会
あ
る
ご
と
に
県
に

要
望
し
て
い
く
。

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て

温
浴
施
設
の
設
置

推
進
は公

共
交
通
の
充
実
を

医
師
の
確
保
と
三
次
救
急
に

つ
い
て

若
者
が
就
職
の
た
め
に
市
外
に

出
て
行
か
な
く
て
済
む
魅
力
的

な
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
こ
と
か
ら
も
、

鹿
島
港
外
港
後
背
地
の
企
業
誘
致
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

市
民
か
ら
要
望
の
多
い

温
浴
施
設
の
設
置
は
。

デ
マ
ン
ド
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
実
施
を
尋
ね
る
。

市
民
は
医
療
の
充
実
を
強
く
望
ん
で

い
る
。
医
師
の
確
保
と
三
次
救
急
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
尋
ね
る
。

小
古
井

小
古
井

小
古
井

小
古
井

市
長

市
長

市
長

市
長

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

　○
行
財
政
改
革
の
進
め
方
に
つ
い
て
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

　こいけ　　 　　　こ

小池  みよ子  議員

正
職
員
３
５
０
人
体
制
を
維

持
し
て
い
き
た
い

地
区
と
の
パ
イ
プ
役
に
な
れ
る

職
員
を
配
置
し
て
い
く

設
置
に
向
け
た
対
応

を
す
る

本
市
の
職
員
体
制
は
、
正

職
員
、
任
期
付
職
員
、
再

任
用
職
員
、
嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員

の
構
成
で
、
嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員

は
全
体
の
４
割
を
超
え
て
い
る
。
今

後
、
正
職
員
は
平
成
29
年
度
ま
で
毎

年
19
人
程
度
採
用
し
、
３
５
０
人
体

制
を
維
持
し
た
い
。
嘱
託
職
員
に
つ

い
て
は
、
経
験
、
能
力
を
生
か
せ
る

制
度
を
今
年
度
中
に
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
再
任
用
制
度
も
積
極
的

に
活
用
し
て
い
く
。

行
政
経
験
が
豊
富
で
地
区
と
の

パ
イ
プ
役
に
な
れ
る
再
任
用
職

員
等
を
配
置
し
、ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
。
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
配
置
し
て
い
き
た
い
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
へ

の
対
応
だ
け
で
な

く
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
利
用

す
る
全
て
の
方
々
が
利
用
し

や
す
い
よ
う
、
設
置
に
向
け

た
対
応
を
し
て
い
く
。

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
に

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
嘱
託
職
員
等
は
、
全
員
加
入
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
療
養

休
暇
制
度
も
設
け
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
全

館
へ
常
勤
職
員
を

本
市
の
職
員
の
構
成
、
待
遇
に

つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

今
年
か
ら
２
館
に
常
勤
職
員
が
配

置
さ
れ
た
と
聞
い
た
が
、
全
館
配

置
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

庁
舎
内
の
ト
イ
レ
を
オ

ス
ト
メ
イ
ト
用
に
改
修

す
る
考
え
は
。

小
池

小
池

小
池総

務 
  

部
長

総
務 

  

部
長

市
長

市
長

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

○
学
校
の
冷
房
対
策
に
つ
い
て

○
自
治
会
加
入
率
の
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

○
転
入
者
に
向
け
て
の｢

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス｣

の
充
実
に
つ
い
て

市の職員体制の現状と今後について

オストメイト用にトイレの改修を
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

　きりさわ　

桐 澤 いづみ  議員

市
民
と
行
政
で
課
題
を
共
有

す
る
こ
と
が
必
要

市
民
や
関
係
事
業
者
と
連
携

し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い

市
民
の
力
を
ま
ち
づ
く
り
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
市
民

と
行
政
が
十
分
に
話
し
合
い
、
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
車
座
懇
談
会
に
よ
り

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
語
り
合
う
機

会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
地
域
活
動
の

拠
点
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

を
各
小
学
校
単
位
に
整
備
し
た
い
。

協
働
事
業
提
案
制
度
で
は

３
年
間
を
上
限
と
し
て
い

る
が
、
実
施
団
体
と
十
分
な
協
議
を

し
な
が
ら
、
４
年
目
以
降
の
支
援
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

観
光
客
が
地
域
の
人
々
や

生
活
に
触
れ
る
と
き
交
流

が
生
ま
れ
、
交
流
は
地
域
の
人
々
が

鹿
嶋
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
機
会
に

も
な
る
。
市
民
や
関
係
事
業
者
な
ど

今
年
度
は
基
本
計
画
を
策

定
し
、
今
後
、
基
本
設
計
、

詳
細
設
計
と
段
階
を
踏
ん
で
い
く
。

市
民
力
、
地
域
活
力
を

引
き
出
す
鍵
は

滞
在
交
流
型
観
光
へ
の

転
換
を

ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
市

民
力
、
地
域
活
力
を
ど
の
よ
う

に
引
き
出
し
て
い
く
の
か
。

継
続
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
つ
い
て
は
継
続
的
な
支
援
策
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

近
年
の
観
光
客
の
関
心
は
、
地

域
に
滞
在
し
住
民
と
の
交
流
や

暮
ら
し
の
体
験
を
求
め
る
傾
向
が
強
く

な
っ
て
き
た
。
滞
在
交
流
型
の
観
光
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

宮
中
地
区
賑
わ
い
創
出
事
業
の

進
め
方
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

桐
澤

桐
澤

桐
澤

桐
澤

市
民
協

働
部
長

環
境
経

済
部
長

市
長

市
長

▲歴史館の建設が計画されている

　関東鉄道バスターミナル跡地

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

○
自
治
会
加
入
問
題
に
つ
い
て

○
市
長
が
期
待
す
る
「
職
員
力
」
に
つ
い
て

○
土
曜
授
業
に
対
す
る
本
市
の
考
え
方
に
つ
い
て

○
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
に
つ
い
て

と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
を

掘
り
起
こ
し
、
滞
在
交
流
型
観
光
地

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
し

進
め
た
い
。
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ここが知りたい！

一 般    問
質質

　うちだ　　  まさふみ　

内 田    政 文  議員

市
民
の
生
の
声
を
聞
く

医
師
確
保
支
援
事
業
等
で

体
制
の
充
実
に
取
り
組
む

抜
本
的
な
排
水
計
画
の

策
定
が
必
要

市
内
１
０
１
行
政
区
の

公
民
館
や
集
会
所
を
訪

れ
、
各
地
区
の
現
状
、
課
題
な
ど

の
意
見
交
換
を
し
、
市
政
運
営
に

反
映
し
て
い
く
。

市
民
が
安
心
し
て
24

時
間
必
要
な
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
独
自
の

医
師
確
保
支
援
事
業
や
救
急
病

院
へ
の
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
通
し
て
医
療
体

制
の
充
実
に
全
力
で
取
り
組
む
。

大
野
全
域
の
雨
水
排

水
整
備
に
つ
い
て
は
、

流
末
施
設
の
改
修
や
整
備
を
見

据
え
た
抜
本
的
な
排
水
計
画
を

策
定
し
、
早
期
の
整
備
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ッ
ト
的
な

対
応
も
し
な
が

ら
、
流
末
の
整
備
を
根
本

的
に
計
画
を
立
て
対
応
し

て
い
く
。

市
民
参
画
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
ま
ず

何
を
す
る
の
か

医
療
体
制
の
充
実
を

行
政
の
あ
り
方
を
点
検
し
、

共
感
し
合
う
た
め
と
い
わ

れ
る｢
車
座
懇
談
会｣

と
は
。

医
師
の
確
保
と
救
急
医
療

体
制
の
充
実
こ
そ
が
、
重

要
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

大
野
地
区
の
生
活
環
境
整

備
の
中
で
、
雨
水
排
水

の
整
備
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
根
本
的
解
決
は
流
末
処

理
施
設
を
つ
く
る
こ
と
と
考
え
る

が
、
ご
所
見
は
。

内
田

内
田

内
田

市
長

市
長

市
長

建
設 

  

部
長

雨水排水の早期解決は
流末処理施設をつくることと考えるが

【
こ
ん
な
質
問
や
提
案
も
あ
り
ま
し
た
】

　○
ご
近
所
活
動
と
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

○
県
道
鉾
田
鹿
嶋
線
の
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

○
大
野
３
駅
周
辺
の
公
共
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

○
新
た
な
二
次
救
急
病
院
の
指
定
に
つ
い
て

○
医
師
確
保
の
方
策
に
つ
い
て
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次
々
と
起
き
る
地
球
温
暖
化
が

原
因
と
さ
れ
る
自
然
の
猛
威
の
前
に

は
、
立
ち
す
く
む
こ
と
し
か
出
来

な
い
私
達
で
す
。

　
　「
全
て
が
、
人
間
の
自
然
を
省
み

な
い
お
ご
り
か
ら
来
て
い
る
」
と
言

う
気
象
学
者
も
い
ま
す
。

　
　
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
努
力
が
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
大

切
で
す
。
今
ま
で
以
上
に
真
剣
に
、

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、

自
分
の
出
来
る
こ
と
を
考
え
、
実

践
す
る
夏
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　「学
校
は
す
ご
く
楽
し
く
て

鹿
嶋
が
大
好
き
で
す
」
と
、

緊
張
し
な
が
ら
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
小
池
、
山
口
）

■
発
行
人
　
　
　
　
　
■
編
　
集
　
　

　
議
長
　
根
崎
　
彰
　
　
議
会
広
報
委
員
会

鹿野中学校１年
 　 きむら   そう

　木村　蒼海さん

鹿嶋市議会だより
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議
会
広
報
委
員
会
　
委
員
長
　
小
古
井
　
芳
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

副
委
員
長

　
佐
藤
　
信
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

委
　
員
　
　
小
池
　
み
よ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　 

山
口
　
哲
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
出
頭
　
克
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
　
員
　
　
宇
田
　
一
男

　
　
僕
の
将
来
の
夢
は
、

法
律
に
関
わ
る
仕
事
に

つ
く
こ
と
で
す
。
具
体

的
な
職
業
は
決
め
て
い

ま
せ
ん
が
、
弁
護
士
や

裁
判
官
、
検
察
官
な
ど

で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
法

律
に
関
わ
る
仕
事
は
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
そ
の

中
か
ら
自
分
に
合
っ
た
も

の
を
選
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
ど
う
し
て
法
律
に
関

わ
る
仕
事
が
し
た
い
か

と
い
う
と
、
法
律
が
好

き
だ
か
ら
と
、
人
々
が

幸
せ
な
生
活
を
送
る
た

め
に
は
法
律
が
必
要
だ

か
ら
で
す
。

　
　
ま
た
、
法
律
は
知
れ

ば
知
る
ほ
ど
お
も
し
ろ

く
、
深
く
学
ぶ
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
物

事
を
い
ろ
い
ろ
な
視
点

か
ら
見
る
こ
と
が
出
来

る
か
ら
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
日
々

の
勉
強
を
頑
張
っ
て
、
将

来
の
夢
に
近
づ
き
た
い
で

す
。

　　　　24

M  ve22
22 人の議員がつくる議会の出来事

01

配布資料の準備や会場設営の様子▲

議
会
広
報
委
員
会

　
委
員
　
小
池
み
よ
子

きかせて！
　あなたの
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　７月 12 日（土）、鹿嶋勤労文化会館と大野ふれあ
いセンターで「市民報告会」を開催しました。
　６回目の開催となる今年は、前回に続く議会改革の
取り組みと、総務企画、文教民生、環境経済建設の３
つの常任委員会の活動を報告した後に、市民の皆さん

との意見交換を行いました。
　市民報告会の内容は「とびら臨時号
（９月１日発行）」で、詳しくお知らせす
る予定です。

ー市民報告会を開催しましたー

議
会
広
報
委
員
会

委
員 

小
池
み
よ
子

　

次
々
と
起
き
る
地
球
温
暖
化
が

原
因
と
さ
れ
る
自
然
の
猛
威
の
前
に

は
、
立
ち
す
く
む
こ
と
し
か
出
来

な
い
私
た
ち
で
す
。

　

「
全
て
が
、
自
然
を
省
み
な
い
人

間
の
お
ご
り
か
ら
来
て
い
る
」
と
言

う
気
象
学
者
も
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
努
力
が
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
大

切
で
す
。
今
ま
で
以
上
に
真
剣
に
、

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、

自
分
の
出
来
る
こ
と
を
考
え
、
実
践

す
る
夏
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

次
号
の
と
び
ら
は
、

11
月
１
日
（
土
）
発
行
予
定
で
す
。

▲ 配布資料の準備や会場設営の様子


